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§5-5．FLINK ライブラリ 
 


5-5-1 プログラム構成 
■FlinkLibCs.dll C# .NET クラスライブラリ 


■FlinkLib.dll ダイナミックリンクライブラリ 


 


5-5-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクトを作成し


てください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「FlinkLibCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using PRNLIBCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 


関数は CalibCs. FlinkLibCs.Api.関数名 として記述して下さい。 


定数は CalibCs. FlinkLibCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 
［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください 
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6-5-3.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 FLKOpen 回線オープン 
02 FLKFileSend ファイル送信 
03 FLKFileAdd ファイル追加 
04 FLKFileRecv ファイル受信 
05 FLKClose 回線クローズ 
06 FLKReadErrStat エラー情報の取得 
07 FLKReadStatus 進捗情報のリード 
08 FLKIdle アイドル遷移 
09 FLKCmdRecv コマンド受信待ち 
10 FLKFileDelete ファイル削除 
11 FLKFileMove ファイル移動 
12 FLKMakeDir ディレクトリ作成 
13 FLKGetFileInfo ファイル情報の取得 
14 FLKSetFileInfo ファイル情報の設定 
15 FLKGetDiskInfo ディスク情報の取得 
16 FLKDateTime 日付時刻の取得および設定 
17 FLKGetSysInfo システム情報の取得 
18 FLKMsgSend 画面表示メッセージの送信 
19 FLKBeep ブザー鳴動 


 


 


 


 


6-5-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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FLKOpen 
 
機能 回線オープンします。 
 通信ポートの初期化およびセッションの確立を行います。 
 相手局のシステム情報の取得を行います。 
 
書式 Int32  FLKOpen(string device, ref sbyte cString , FLK_RSPRM rsPrm, Int16 mode,  


Int３２ hWnd、Int32 message); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ device  使用デバイスを指定します。 
   "COM1" シリアル（COM1) 
   "IRDA" 赤外線 
   "LAN" LAN 
 
 cString  通信パラメータを設定します 
   FLK_DEVICE_COM1指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_IRDA指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_LAN指定時 ：ホスト PCの IPアドレスを指定します 
 
 rsPrm  通信パラメータを設定します 
   FLK_DEVICE_COM1指定時 ：COMポート通信パラメータを指定します 
   FLK_DEVICE_IRDA指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_LAN指定時 ：無視します 
 
 ｍode  局モード 
   FLK_MODE_HT  ：HTモード 
   FLK_MODE_PC  ：PCモード 
 
 ｈWnd  メッセージを通知するウインドウの、ウインドウハンドルを指定します。 
   NULLを指定された場合はメッセージ通知しません。 
 
 ｍessage  アプリケーションへ通知するメッセージ番号を指定します。 
 
 
戻り値 FLK_PRM パラメータエラー 
 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
       上記以外   FLINK ライブラリのハンドル（正常終了） 
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FLKFileSend 
 


機能 指定された複数ファイルを一括して送信します。 


 転送先ディレクトリが存在しない場合は自動的に生成します。 


 


書式 Int32  FLKFileSend(Int32 hPort, Int16 mode, string fName, string dir, Int16 protect); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 mode  転送モード（通常転送か再起呼び出し転送かを指定します） 


   FLK_TRANS_NORMAL ：通常転送 


   FLK_TRANS_RECURSIVE ：再起呼び出し転送 


 fName  送信元ファイル名（フルパスで指定、ワイルドカード可能） 


 Dir  送信先フォルダ名（フルパスで指定） 


 protect  強制上書きフラグ（受信側に同一ファイルが書込み禁止属性で存在した場合、 


   属性変更して書き込むかを指定します） 


   FLK_PROTECT_VALID  ：強制書き込みしない 


   FLK_PROTECT_INVALID ：強制書き込みする 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileAdd 
 


機能 指定したファイルを相手局の既存ファイルに追加します。 


 送信元、追加先ファイル名とも複数ファイルの指定および、ワイルドカードの指定はできません。 


 追加先ファイル名が相手局側に存在しない場合、新規にファイルを作成します。 


 


書式 Int32  FLKFileAdd(Int32 hPort, string sfName, string rfName); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 sfName  送信元ファイル名（フルパスで指定） 


 rfName  追加先ファイル名（フルパスで指定） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileRecv 
 


機能 指定された複数ファイルを一括して受信します。 


 受信先ディレクトリが存在しない場合は自動的に作成します。 


 


書式 Int32  FLKFileRecv(Int32 hPort, Int16 mode, string fName, string dir, Int16 protect); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 mode  転送モード（通常転送か再起呼び出し転送かを指定します） 


   FLK_TRANS_NORMAL   ：通常転送 


   FLK_TRANS_RECURSIVE ：再起呼び出し転送 


 fName  受信ファイル名（フルパスで指定、ワイルドカード可能） 


 Dir  受信フォルダ名（フルパスで指定） 


 protect  強制上書きフラグ（受信側に同一ファイルが書込み禁止属性で存在した場合、 


   属性変更して書き込むかを指定します） 


   FLK_PROTECT_VALID  ：強制書き込みしない 


   FLK_PROTECT_INVALID ：強制書き込みする 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKClose 
 


機能 クローズします。 


 終了指示コマンドを相手に送信することにより、セッションを開放します。 


 その際、送信権モード時に限り、相手局に対して終了指示コマンドを送信します。 


 ただし、すでにエラーが発生していた場合は送信されません。 


 


書式 Int32  FLKClose(Int32  hPort、 Int16  endKind); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 endKind  相手局への終了指示（送信権局モードのみ有効） 


   FLK_CLOSE_NORMAL ：正常終了 


   FLK_CLOSE_RESET ：リセット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_A ：A ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_B ：B ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_C ：C ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_PWROFF ：電源 OFF指示 


   これらのパラメータは相手局へ通知するだけです。 


   FLKIdle又は FLKCmdRecv関数が正常終了したとき、FLKReadErrStat関数で 


   相手局からどのコードを指定されたかを知ることができます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKReadStatus 
 
機能 FLINK ライブラリ内の通信状態を取得します。 
 
書式 Int32  FLKReadStatus(Int32  hPort、 FLK_STATUS  flkstatus); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 
 
 flkstatus  通信状態格納エリア 
 
 
戻り値 FLK_OK  正常終了 
 FLK_PRM パラメータエラー 
 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKReadErrStat 
 
機能 エラー情報を取得します。 
 また、相手局からの終了指示コマンド受信時、カテゴリコード、エラー詳細コードを取得します。 
 取得後エラー情報はクリアされます。 
 
 
書式 Int32  FLKReadErrStat（Int32  hPort, FLK_ERRINFO  errinfo）; 
 
 
ﾊﾟﾚﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 
 


errinfo  エラー情報設定エリア 
 
 
戻り値 FLK_OK  正常終了 
 FLK_PRM パラメータエラー 
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FLKIdle 
 


機能 アイドル通知送信後、相手局からのコマンド受信待ち状態となります。 


HTモード時のみ使用可能です。 


 終了指示コマンドを受信するか、エラーが発生するまで、相手局から受信したコマンドを順次実行します。 


  


書式 Int32  FLKIdle(Int32  hPort, string  script); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


script スクリプトファイル名（ファイル名のみ。拡張子を含め 13文字以内） 


未設定時は NULLを指定します。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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 FLKCmdRecv 
 


機能 HTからのコマンド受信待ち状態となります。 


PCモード時のみ使用可能です。 


 アイドル通知コマンド、終了指示コマンドを受信するか、エラーが発生するまで、 


相手局から受信したコマンドを順次実行します。 


  


書式 Int32  FLKCmdRecv(Int32  hPort, ref Int16  endKind, string  script); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 endKind 終了種別フラグ設定エリア（正常終了時のみ有効） 


  CU_RECV_END :終了指示受信 


  CU_RECV_IDLE :ＩＤＬＥ通知受信 


script スクリプトファイル名（ファイル名のみ。拡張子を含め 13文字以内） 


  相手局からスクリプトが指定された場合には、scriptで指定されたエリアへ 


  スクリプト名が設定されます。スクリプトが指定されない場合は、NULLを設定します。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileDelete 
 


機能 ファイルを削除します。 


 


書式 Int32  FLKFileDelete(Int32  hPort, string  fName); 


 


ﾊﾟﾚﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 fName 削除するファイル名（フルパスで指定。ワイルドカード可能） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileMove 
 


機能 ファイルを移動します。同一フォルダを指定している場合は、ファイル名を変更します。 


 


書式 Int32  FLKFileMove(Int32  hPort, string  sfName, string  dfName); 


 


ﾊﾟﾚﾒｰﾀ hPort    オープン時に取得したハンドル 


 sfName    移動元ファイル名（フルパスで指定） 


 dfName    異動先ファイル名（フルパスで指定） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 


 


 


 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


8-14 


FLKMakeDir 
 


機能 ディレクトリを作成します。 


 


書式 Int32 FLKMakeDir(Int32  hPort, string  mDir, FLK_DATETIME datetime, byte  atr); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort   オープン時に取得したハンドル 


 mDIR   作成ディレクトリ名 


 datetime   日付格納エリア 


 atr   属性（OR指定による複数指定可） 


    FLK_A_NORMAL ：通常ファイル 


    FLK_A_HIDDEN ：不可視ファイル 


    FLK_A_RDONLY ：読み出し専用ファイル 


    FLK_A_SYSTEM ：システムファイル 


    FLK_A_SUBDIR ：ディレクトリ 


    FLK_A_ARCH  ：アーカイブ 


    ※FLK_A_NORMALの値は 0なので、設定する必要はありません。また、 


FLK_A_SUBDIRはライブラリ内で自動手的に OR されます。 


    


 日付時刻を指定しない場合には、datetime構造体のメンバーの、 


yearに 0xFFFF、day,month,sec,min,hourに 0xFFを設定してください。 


 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKGetFileInfo 
 


機能 相手局側の指定ファイル情報（ファイルサイズ・タイムスタンプ・属性）の取得を行います。 


検索ファイル名と一致するファイルの情報がファイル情報エリアに設定されます。 


ワイルドカード指定時は１回目に「最初の取得」、２回目以降に「次情報取得」を指定します。 


ワイルドカード指定時は、この関数を連続的に呼ぶ必要があります。 


他の通信関数を使用すると、次情報取得は行えなえません。 


 


書式 Int32 FLKGetFileInfo(Int32  hPort, Int16  mode, string  fName, FLK_FINFO  fInfo); 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


mode  最初／次フラグ 


       FLK_GET_FIRST：最初の取得（１ファイル指定又はワイルドカード指定時の１回目） 


                          FLK_GET_NEXT：次情報取得（ワイルドカード指定時の２回目以降） 


fName  検索ファイル名エリア（ワイルドカード指定可。複数指定不可。 


                        「次情報取得」では参照しません。) 


 finfo  ファイル情報エリア（検索したファイルの情報が設定されます） 


   該当ファイルが存在しない場合には、各パラメータに 0x00が設定されます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKSetFileInfo 
 


機能 相手局側の指定ファイル情報（ファイルサイズ・タイムスタンプ・属性）の更新を行います。 


 ファイル情報エリアの内容をファイル名エリアと一致するファイルに設定します。 


 


書式 Int32  FLKSetFileInfo(Int32  hPort, FLK_FINFO  fInfo); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 finfo ファイル情報エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKGetDiskInfo 
 


機能 相手局側の指定ドライブ情報の取得を行います。 


 指定ドライブの情報がドライブ情報エリアへ設定されます。 


 


書式 Int32 FLKGetDiskInfo(Int32  hPort, byte  drive, FLK_DINFO  dinfo); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 drive ドライブ名エリア、'A'～'Z'のいずれか 


 dinfo ドライブ情報エリアアドレス（検索したドライブの情報が設定されます） 


  コマンド正常終了メッセージ受信時に、dinfoに値が設定されます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKDateTime 
 


機能 日時を取得／設定します。 


 取得の場合は、日付時刻エリアへ相手局のシステム日付が設定されます。 


 設定の場合は、日付時刻エリアの値を相手局へ送信します。 


 


書式 Int32  FLKDateTime(Int32  hPort, Int16  mode, FLK_DATETIME  dateTime); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 mode  取得／設定フラグ 


   FLK_GET_MODE 取得 


   FLK_SET_MODE 設定 


 datetime  設定日付時刻格納エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKGetSysInfo 
 


機能 相手局側のシステム情報を取得します。 


 相手局が PCの場合は、接続セッション番号も返します。（相手がHTの場合は０） 


 これらの情報はオープン時に取得しているため、通信は行わずに情報のみ返します。 


 


書式 Int32  FLKGetSysInfo(Int32  hPort, FLK_SYSINFO  sysinfo); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 sysinfo  取得システム情報エリア（検索された情報が設定されます） 


 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKMsgSend 
 


機能 相手局に表示するメッセージを送信します。 


 


書式 Int32  FLKMsgSend(Int32  hPort, string  msg); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 msg 表示メッセージ格納エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKBeep 
 


機能 相手局側にブザーを鳴動を要求します。 


 


書式 Int32  FLKBeep(Int32  hPort); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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6-7．SOBRライブラリ 
 
6-7-1 プログラム構成 
■SobrlibVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 SOBRクラスライブラリ 
■sobrlib.dll   SOBRライブラリ本体 
 


6-7-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマート


デバイスアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「SobrlibVB.dll」を追加してください。 
・以下のクラス構成になります。 
 SobrlibVB     メインクラス 


 SobrlibVB.Def   SOBRライブラリ用定数定義サブクラス 


 SobrlibVB.Api   SOBRライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 
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6-7-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
SOBROpen COMポートの初期化及び電源 ON 


SOBRClose COMポートの解放及び電源 OFF 


SOBR9650Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9650専用) 


SOBR9656Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9656専用) 


SOBRReceive 受信データの読み出し 


SOBRStatus 受信状態の確認 


SOBRClear 受信バッファ、及び受信状態をクリア 


SOBRSetEventNotification データ取得通知方法をイベント/メッセージから選択 


SOBRGetEventNotification 選択されているデータ通知取得方法を確認 


 
 
6-7-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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SOBROpen 
 
機能 シリアルバーコードリーダを Open状態にして、SOBR機能を使用可能にします。 
 
書式 Function  SOBROpen( ByVal hWnd As IntPtr ) As Boolean 
 
パラメータ 


hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 


戻り値 
TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関


数を実行するとシリアルバーコードリーダの初期化／電源投入が行われます。 
オープンがエラー終了した場合は、SOBRClose()を実行してから再度オープンし直す必要がありま
す。 
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SOBRClose 
 
機能 シリアルバーコードで使用した COMポートを開放する。 


シリアルバーコードの電源を停止する。 
 
書式 Function  SOBRClose( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値  


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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SOBRReceive 
 
機能 シリアルバーコードリーダが読み取ったバーコードデータを取得します。 
 
書式 Function  SOBRReceive ( ByVal buf() As Byte ) As Byte 
 
パラメータ 


buf バーコードデータ取得用バッファへのポインタ 
 
戻り値 


RECV_NODATA データなし 
RECV_NORMAL 取得データあり 
RECV_ERROR データ取得エラー 


 
注意 


本機は内部のバッファにバーコードデータを最大 4 つまで保存することができます。
SOBRReceive()を使用すると本機内に保存されているデータのうち最も古いデータを取得し
ます（取得したデータは本機内から削除されます）。 
本機がバーコードデータを 4つ確保している状態でシリアルバーコードリーダの操作を行った 
場合、本機はデータを取得しません。 
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SOBR9650Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 Function  SOBR9650Send( ByVal cmd() As Byte ) As Boolean 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納したポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー（NAK受信、その他エラー） 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対して、設定変更等をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9650専用です） 
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SOBR9656Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9656BCR）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 Function SOBR9656Send( ByVal cmd() As Byte ) As Boolean 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納した文字列へのポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9656SOBR）に対して、設定変更をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9656専用です） 
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SOBRStatus 


 
機能 シリアルバーコードリーダのステータス（送受信状態）の確認 
 
書式 Function  SOBRStatus( ByRef DataNum As Byte ) As Integer 
 
パラメータ 


DataNum バーコードリーダ内に記憶しているデータ数を取得する変数ポインタ 
 
戻り値 


SOBR_OK 通常状態 
SOBR_RECV_OVERRUN 受信バッファオーバーラン 
SOBR_BUFF_OVERRUN バッファオーバーラン 
SOBR_PARITY_ERR パリティエラー 
SOBR_FRAME_ERR フレームエラー 
SOBR_BREAK ブレーク状態 
SOBR_SEND_FULL 送信バッファフル 
SOBR_IO_ERROR 一般 I／Oエラー 
SOBR_MDOE_ERROR モード末サポート／不正通信ハンドル 
SOBR_DATA_READING データ取得中 
SOBR_SEND_ERR コマンド送信エラー 
SOBR_ERROR その他の異常 
SOBR_BUFF_FULL バッファフル 


 
注意 


・バーコードリーダを操作すると、データはバッファ内に保存されます。本関数をポーリングで実


行して、バッファ内にデータが取得されたことを確認してください。 


・本関数を使用して、バッファ内にデータがあることを確認できた場合は、SOBRReceive を使用


してデータを取得してください（データは最大 4つ保持します）。 


・SOBRReceive、SOBR9650Send、SOBR9656Sendを使用した際は、本関数を実行してステータ


スを取得してください。バッファフルエラー（SOBR_BUFF_FULL）以外のエラーが発生した


場合は SOBRClose を実行しプログラムを一旦終了させ、通信ケーブルの状態等を確認した後に


再度 SOBROpenからプログラムを再開することを推奨します。 


・ステータスは、別の関数を使用して上書きされるまで DT-9700内に保存されます。 


ステータスを確認した後は SOBRClearを実行して、保存されているステータスをクリアする 


ことを推奨します。 
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SOBRClear 
 
機能 受信用バッファ、及びステータスのクリア 
 
書式 Function  SOBRClear( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


本関数を実行するとライブラリが使用している受信用バッファとステータスをクリア 


します(クリア後のステータスは SOBR_OKになります)。 
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SOBRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 Function  SOBRSetEventNotification( ByVal bEnable As Boolean ) As Boolean 
 
パラメータ 


TRUE ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
FALSE ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「SOBREventReading」でバーコードデー
タ取得を通知します(イベントの名称はレジストリで定義しています)。 


 
※  通知方法をメッセージに設定した場合、バーコードデータ取得時にメッセージ


(WM_SOBR_RECEIVING)を発行します(WM_SOBR_RECEIVINGは SOBRLIB.h内で定義され
ているので、このヘッダファイルを includeしてください)。 
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SOBRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 Function SOBRGetEventNotification( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
FALSE データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 
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§5-6．MCRライブラリ 


 
5-6-1 プログラム構成 
■MCRLibCs.dll C# .NETクラスライブラリ 
■mcrlib.dll ダイナミックリンクライブラリ 
 


5-6-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイ
スアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using MCRLibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 
関数は CalibCs.MCRLibCs.Api.関数名 として記述して下さい。 
定数は CalibCs.MCRLibCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 
［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1-2）を参照してください 
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5-6-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
MCROpen MCRを使用可能にする 
MCRClose MCRの使用を終了する 
MCRRead MCRで読み込まれたデータを取得する※ 
MCRSelectTrack データ取得を行うトラックを指定する 
MCRSetEventNotification データ取得通知方法の選択（イベントまたはメッセージ） 
MCRGetEventNotification 現在選択しているデータ取得通知方法を確認する 
MCRGetStatus MCRの状態を取得する 
MCRSetAutoPowerOff 一定時間後にMCRの電源を自動 OFFする 
MCRGetAutoPowerOff 現在設定している自動電源 OFFまでの時間を取得する 
MCRResume 自動 OFF状態から ON状態に復帰する 


自動電源 OFFタイマーのカウントをクリアする 
※読み取ると、本機内のバッファに保存されたデータをクリアします。 


 
5-6-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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MCROpen 
 
機能 MCRを Open状態にして、MCR機能を使用可能にします。 
 
書式 bool MCROpen( uint hWnd ) 
 
パラメータ 


hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
※ MCRライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関数を実行す
るとMCRの初期化／電源投入が行われます。 
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MCRClose 
 
機能 MCRで使用していたリソースの開放や電源 OFF等の終了処理を行います。 
 
書式 bool MCRClose( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
※ MCRの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
 







CASIO CONFIDENTIAL 


5-6--5 


MCRRead 
 
機能 MCRが読み取ったカードデータを取得します。 
 
書式 bool MCRRead(byte[] DataJIS2, byte[] DataISO1, byte[] DataISO2, byte[] DataReserved, 


 ref uint StatusJIS2, ref uint StatusISO1, ref uint StatusISO2, ref uint StatusReserved); 
 
パラメータ 


DataJIS2 69 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。JIS2 データの取得が不要な場合は
NULL(intptr.Zero)を指定してください（この場合は RAMの確保は不要で
す）。 


DataISO1 76 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。 ISO1 データの取得が不要な場合は
NULL(intptr.Zero)を指定してください（この場合は RAMの確保は不要で
す）。 


DataISO2 37 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。 ISO2 データの取得が不要な場合は
NULL(intptr.Zero)を指定してください（この場合は RAMの確保は不要で
す）。 


DataReserved NULL(intptr.Zero)を指定してください（RAMの確保は不要です）。 
StatusJIS2 ステータス取得用変数。JIS2 トラックのステータス取得が不要の場合は


NULL(intptr.Zero)を指定してください。 
StatusISO1 ステータス取得用変数。ISO1 トラックのステータス取得が不要の場合は


NULL(intptr.Zero)を指定してください。 
StatusISO2 ステータス取得用変数。ISO2 トラックのステータス取得が不要の場合は


NULL(intptr.Zero)を指定してください。 
StatusReserved NULL(intptr.Zero)を指定してください。 


 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
※ MCRはデータの読み取り完了時点でメッセージ、またはイベントを発行するので、この通知を受け
た後で本関数を実行すると読み取りデータを取得することができます。 


※ 読み取ったデータは、DataJIS2[0]～[68]、DataISO1[0]～[75]、DataISO2[0]～[36]に格納されま
す。データは 1バイトにつき 1キャラクタ分のデータが格納されます。 


※ エラーが発生した場合、本関数の戻り値に FALSEが設定されます。この時、DataJIS2／DataISO1
／DataISO2のバッファにデータは格納されず、代わりに*StatusJIS2、*StatusIS01、*StatusIS02
にエラー情報が格納されます。 
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ステータス詳細 


名称 説明 詳細 


MCR_NO_DATA データ未取得 MCRがデータを取得していない状
態 


MCR_DATA_SUCCESS 有効データ取得済み MCRが有効データを取得した状態
MCR_BUFFER_FULL_ERR バッファフルエラー 規定量以上のデータ取得 


MCR_DATASHORT_ERR Min.データエラー 必要最低限のデータが無い場合 


MCR_DATA_ERR1 プリアンブルエラー “1”連続によりデータ取り込み中止 
MCR_DATA_ERR2 データ異常 “1”連続によりデータ取り込み中止 
MCR_PULSE_ERR1 Min.パルスエラー Min.値以下のパルス検出 
MCR_PULSE_ERR2 Max.パルスエラー Max.値以上のパルス検出 
MCR_TIMEOUT_ERR タイムアウトエラー カード走行時間がタイムアウト 


MCR_CARDSPEED_ERR1 加速エラー カード走査中の異常加速 


MCR_CARDSPEED_ERR2 減速エラー カード走査中の異常減速 


MCR_PARITY_ERR キャラクタパリティエラー 取得データのパリティエラー 


MCR_STX_NOTFOUND STX検出エラー STXが検出できない 
MCR_ETX_NOTFOUND ETX検出エラー ETXが検出できない 
MCR_PACKET_LRC_ERR パケット LRCエラー パケットの LRCエラー 
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MCRSelectTrack 
 
機能 データ取得を行うトラックを限定することができます。 
 
書式 bool MCRSelectTrack(uint dwTargetTrack) 
 
パラメータ 


下記の何れかを指定してトラックを限定して下さい。 
ISO1_TRACK ：ISO1フォーマットのトラックのみ読む場合 
ISO2_TRACK ：ISO2フォーマットのトラックのみ読む場合 
JIS2_TRACK ：JIS-IIフォーマットのトラックのみ読む場合 
ISO1_ISO2_TRACK ：ISO1と ISO2フォーマットのトラックを読む場合 
ISO1_JIS2_TRACK ：ISO1と JIS-IIフォーマットのトラックを読む場合 
ISO2_JIS2_TRACK ：ISO2と JIS-IIフォーマットのトラックを読む場合 


pMcrInfo 


ALL_TRACK ：全トラックを読む場合 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
※ 本関数を使用してトラックを限定する場合は、MCRReadを実行する前に本関数を使用して下さい。 
※ 本関数を使用しない場合や本関数の引数に ALL_TRACKを指定した場合は、3トラック全てのデー
タを取得します。 
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MCRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 bool MCRSetEventNotification(bool bEnable) 
 
パラメータ 


true ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
false 
 


：通知方法をメッセージに設定します。 


戻り値 
true 正常終了 
false エラー 


 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
※ 本関数を使用してデータ取得通知方法を変更する場合は、MCRRead を実行する前に本関数を使用
して下さい。 


※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「MCREventReading」でデータ取得を通
知します。 
また、自動電源 OFF機能を使用している場合は「MCREventAPO」で OFF状態に遷移したことを
通知します。 


※ 通知方法をメッセージに設定した場合、メッセージを発行します。 
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MCRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 bool MCRGetEventNotification( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


true データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
false データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 


 
クラス MCRLibCs 
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MCRGetStatus 
 
機能 MCRの状態を取得します。 
 
書式 uint MCRGetStatus( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


MCR_NO_DATA ：取得データなし 
MCR_DATA_SUCCESS ：取得データあり 
MCR_AUTO_POWER_OFF ：オートパワーOFF状態 
MCR_DATA_ERROR ：データ取得エラー 


 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
イベント／メッセージによる読み取り･解析終了通知を受け取れない場合は、本関数を使用して MCR
の状態をポーリングしてください。 
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MCRSetAutoPowerOff 
 
機能 一定時間後にMCRの電源を OFFします。 
 
書式 bool MCRSetAutoPowerOff(uint dwTime) 
 
パラメータ 


dwTime 0~300 自動電源 OFFまでの時間（秒） 
0を設定すると、自動電源 OFF機能が解除されます。 
最大 300秒まで設定可能。 


 
戻り値 


true 自動電源 OFF設定成功 
false 自動電源 OFF設定失敗 


 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
※本関数を使用すると MCR の電源投入（MCROpen）や MCR 読み取り終了（イベントまたはメッセ
ージ発行）から自動電源 OFF時間のカウントダウンを開始し、設定時間経過後にMCRの電源を OFF
します。MCRResume()を使用すると MCR の電源を再投入し、設定時間から再びカウントダウンを
開始します。 


※本関数で自動電源 OFF 状態になった後、再度 MCR を使用する場合は MCRResume()を使用して電
源を ONしてください。 
※自動 OFF 状態になるとドライバはメッセージまたはイベントによる通知を行います。初期設定はメ
ッセージ通知になっています。通知方法の切り替えはMCRSetEventNotification()で行ってください。 
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MCRGetAutoPowerOff 
 
機能 MCRSetAutoPowerOffで設定している自動電源 OFFまでの設定時間を取得します。 
 
書式 void MCRGetAutoPowerOff(ref uint dwTime); 
 
パラメータ 


dwTime 0~300 自動電源 OFFまでの設定時間（秒）を取得する変数ポインタ。 
0は自動電源 OFFが設定されていないことを示します。 


 
戻り値  なし 
 
クラス MCRLibCs 
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MCRResume 
 
機能 自動電源 OFFしているMCRに電源を再投入します。 
 MCRSetAutoPowerOffで設定した値までカウントを戻します。 
 
書式 void MCRResume( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


なし 
 
クラス MCRLibCs 


 
注意 
※MCRSetAutoPowerOffによりMCRが自動電源 OFFしている場合、本関数を使用して電源 ONして
ください。 
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5-7．SOBRライブラリ 
 
5-7-1 プログラム構成 
■SobrlibCs.dll C# .NETクラスライブラリ 
■sobrlib.dll ダイナミックリンクライブラリ 
 


5-7-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイ
スアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using SobrlibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 
関数は CalibCs.SobrlibCs.Api.関数名 として記述して下さい。 
定数は CalibCs.SobrlibCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 
［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください 
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5-7-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
SOBROpen COMポートの初期化及び電源 ON 


SOBRClose COMポートの解放及び電源 OFF 


SOBR9650Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9650専用) 


SOBR9656Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9656専用) 


SOBRReceive 受信データの読み出し 


SOBRStatus 受信状態の確認 


SOBRClear 受信バッファ、及び受信状態をクリア 


SOBRSetEventNotification データ取得通知方法をイベント/メッセージから選択 


SOBRGetEventNotification 選択されているデータ通知取得方法を確認 


 
 
5-7-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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5-7-3 


SOBROpen 
 
機能 シリアルバーコードリーダを Open状態にして、SOBR機能を使用可能にします。 
 
書式 bool SOBROpen( IntPtr hWnd ) 
 
パラメータ 


hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 


戻り値 
true 正常終了 
false エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 
※ シリアルバーコードリーダを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関


数を実行するとシリアルバーコードリーダの初期化／電源投入が行われます。 
オープンがエラー終了した場合は、SOBRClose()を実行してから再度オープンし直す必要がありま
す。 
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5-7-4 


SOBRClose 
 
機能 シリアルバーコードで使用した COMポートを開放する。 


シリアルバーコードの電源を停止する。 
 
書式 bool SOBRClose( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値  


true 正常終了 
false エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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5-7-5 


SOBRReceive 
 
機能 シリアルバーコードリーダが読み取ったバーコードデータを取得します。 
 
書式 byte SOBRReceive ( byte[] buf ); 
 
パラメータ 


buf バーコードデータ取得用バッファへのポインタ 
 
戻り値 


RECV_NODATA データなし 
RECV_NORMAL 取得データあり 
RECV_ERROR データ取得エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


本機は内部のバッファにバーコードデータを最大 4 つまで保存することができます。
SOBRReceive()を使用すると本機内に保存されているデータのうち最も古いデータを取得し
ます（取得したデータは本機内から削除されます）。 
本機がバーコードデータを 4つ確保している状態でシリアルバーコードリーダの操作を行った 
場合、本機はデータを取得しません。 
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5-7-6 


SOBR9650Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 bool SOBR9650Send( byte[] cmd ) 
 
パラメータ 


cmd 送信コマンドを格納したポインタ。 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー（NAK受信、その他エラー） 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対して、設定変更等をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9650専用です） 
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5-7-7 


SOBR9656Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9656BCR）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 bool SOBR9656Send( byte[] cmd )  
 
パラメータ 


cmd 送信コマンドを格納した文字列へのポインタ。 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9656SOBR）に対して、設定変更をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9656専用です） 
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5-7-8 


SOBRStatus 


 
機能 シリアルバーコードリーダのステータス（送受信状態）の確認 
 
書式 uint SOBRStatus( ref byte DataNum ) 
 
パラメータ 


DataNum バーコードリーダ内に記憶しているデータ数を取得する変数ポインタ 
 
戻り値 


SOBR_OK 通常状態 
SOBR_RECV_OVERRUN 受信バッファオーバーラン 
SOBR_BUFF_OVERRUN バッファオーバーラン 
SOBR_PARITY_ERR パリティエラー 
SOBR_FRAME_ERR フレームエラー 
SOBR_BREAK ブレーク状態 
SOBR_SEND_FULL 送信バッファフル 
SOBR_IO_ERROR 一般 I／Oエラー 
SOBR_MDOE_ERROR モード末サポート／不正通信ハンドル 
SOBR_DATA_READING データ取得中 
SOBR_SEND_ERR コマンド送信エラー 
SOBR_ERROR その他の異常 
SOBR_BUFF_FULL バッファフル 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


・バーコードリーダを操作すると、データはバッファ内に保存されます。本関数をポーリングで実


行して、バッファ内にデータが取得されたことを確認してください。 


・本関数を使用して、バッファ内にデータがあることを確認できた場合は、SOBRReadを使用して


データを取得してください（データは最大 4つ保持します）。 


・SOBRReceive、SOBR9650Send、SOBR9656Sendを使用した際は、本関数を実行してステータ


スを取得してください。バッファフルエラー（SOBR_BUFF_FULL）以外のエラーが発生した


場合は SOBRClose を実行しプログラムを一旦終了させ、通信ケーブルの状態等を確認した後に


再度 SOBROpenからプログラムを再開することを推奨します。 


・ステータスは、別の関数を使用して上書きされるまで PX780内に保存されます。 


ステータスを確認した後は SOBRClearを実行して、保存されているステータスをクリアする 


ことを推奨します。 
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5-7-9 


SOBRClear 
 
機能 受信用バッファ、及びステータスのクリア 
 
書式 bool SOBRClear( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


本関数を実行するとライブラリが使用している受信用バッファとステータスをクリア 


します(クリア後のステータスは SOBR_OKになります)。 
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5-7-10 


SOBRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 bool SOBRSetEventNotification(bool bEnable) 
 
パラメータ 


true ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
false ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


true 正常終了 
false パラメータエラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 
※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「SOBREventReading」でバーコードデー
タ取得を通知します(イベントの名称はレジストリで定義しています)。 


 
※  通知方法をメッセージに設定した場合、バーコードデータ取得時にメッセージ


(WM_SOBR_RECEIVING)を発行します(WM_SOBR_RECEIVINGは SOBRLIB.h内で定義され
ているので、このヘッダファイルを includeしてください)。 
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5-7-11 


SOBRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 bool SOBRGetEventNotification( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


true データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
False データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 


 
クラス SobrlibCs 
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§１．概要 
本仕様書は DT-9700 用に、C#.NET および VB.NET 言語を使ってアプリケーションを開発する場合に、カシオライ


ブラリを利用できるように、WindowsCE .NET コンパクトフレームワークに対応した C#.NETおよび VB.NET用のク


ラスライブラリの利用方法について述べたものです。 


 


1-1. カシオライブラリ 


対象となる DT-9700カシオライブラリの構成と機種対応を以下に示します。 


 


 


 


 


 
 


 


 


 


 


 


 


ライブラリ名 クラスライブラリ名 C ライブラリ構成 関数の数 


システムライブラリ  


ClbsysCs.dll 


 


ClbsysVB.dll 


Clibsys.lib 


Clibsys.h 


Clibsys.dll 


42 


 


プリンタライブラリ 


PRNLIBCs.dll 


 


PRNLIBVB.dll 


prnlib.lib 


prnlib.h 


prnlib.dll 


16 


BCD 演算ライブラリ 


LDTBCDCs.dll 


directbcd.dll ※


LDTBCDVB.dll 


LDTBCD.lib 


DTBCD.H 


ldtbcd.dll 


16 


Bluetooth ライブラリ 


BTLibCs.dll 


 


BTLibVB.dll 


BTLib.lib 


BTLib.h 


BTLib.dll 


18 


SOBR ライブラリ 


SobrlibCs.dll 


 


SobrlibVB.dll 


sobrlib.lib 


sobrlib.h 


sobrlib.dll 


9 


※ クラスライブラリを利用する際、端末のみに Directbcd.dllファイルも合わせて必要です。 
クラスライブラリと同じフォルダに置いて下さい。
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1-2. 提供ファイルの構成 


各ソフトウェアの関連図を下図に示します。 


カシオライブラリ（DLL内の関数）の呼び出しは、VB用、C#用のラッパー関数を介して「プラットフォーム呼び出し


し（PInvoke：Platform Invocation Service）」で行います。プラットフォーム呼び出しは DLL からエクスポートされる


関数を呼び出す汎用的なメカニズムです。 


ラッパー関数はコンパクトフレームワークからカシオライブラリを呼び出すコードを記述し、アプリケーションがカシ


オライブラリDLLを利用できるように抽象化された関数インターフェースを提供し、コンパクトフレームのワーククラ


スライブラリコンポーネントとして位置づけられます。※ 


 


 


VB.NET ア


（


C#.NET ア  


（


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
 


 


 


 


 


システム 


ライブラリ


(Clibsys.ｄ


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
プリケーション 


IL） 

1-2 


カシオラ


#用ラッパー関


 


 


カシオライブラリ（C ライブラリ） 


Bluetooth 
ライブラリ 


(BTLib.dll) 


BCD演算 


ライブラリ 


(LDTBCD.dll) 


プリンタ 


ライブラリ 


(prnlib.dll) 


 


ｌｌ) 


 


：提供ファイル（コンパクトフレーム用クラスライブラリ）※ 

 
プリケーション


IL） 

イブラリ 


数クラスライブラリ 

カシオライブラリ 


VB用ラッパー関数クラスライブラリ C


 


 


 


 
コンパクトフレームワーク


（CLR＋クラスライブラリ）

SOBR 
ライブラリ 


(sobrlib.ｄｌｌ) 
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§2．CE.NET 用クラスライブラリ 
 


2-1.機能 
VisualStudio .NET 上で、C#.NET および VB.NETによるアプリケーション開発（ビルド）においてカ


シオライブラリを利用できるようにコンパクトフレームワーク用のクラスライブラリを提供します。 


    
 各関数の機能は 


・DT-9700各ライブラリマニュアル 
を参照してください。 


 


2-2.開発環境 
・Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


2-3.提供ファイル 
2-3-1. C#.NET用クラスライブラリ 


C#.NET でアプリケーションを開発する場合に各ライブラリ関数呼び出しの引数と戻り値の調整を


行います。 
・ClbSysCs.dll システムライブラリ用クラスライブラリ 
・prnlibCs.dll   プリンタライブラリ用クラスライブラリ 
・LDTBCDCs.ｄｌｌ BCD演算ライブラリ用クラスライブラリ 
（・directbcd.dll 端末のみに必要な BCD演算ライブラリ用ヘルパーライブラリ） 
・BTLibCs.dll Bluetooth ライブラリ用クラスライブラリ 
・SoblibCｓ.ｄｌｌ オプションシリアル接続バーコードリーダー用クラスライブラリ 
 


2-3-2. VB.NET用クラスライブラリ 
VB.NET でアプリケーションを開発する場合に各ライブラリ関数呼び出しの引数と戻り値の調整


を行います。 
・ClbSysVB.dll システムライブラリ用クラスライブラリ 
・prnlibVB.dll   プリンタライブラリ用クラスライブラリ 
・LDTBCDVB.ｄｌｌ BCD演算ライブラリ用クラスライブラリ 
（・directbcd.dll 端末のみに必要な BCD演算ライブラリ用ヘルパーライブラリ） 
・BTLibVB.dll Bluetooth ライブラリ用クラスライブラリ 
・SoblibVB.ｄｌｌ オプションシリアル接続バーコードリーダー用クラスライブラリ 


 
 
2-4.使用方法 
2-4-1．クラスライブラリのプロジェクトへの組み込み 


各ライブラリ関数を C#.NET および VB.NET から利用するには、プロジェクトを作成し、使用したいライブラリ


のクラスライブラリをソリューションエクスプローラ内の「参照設定」に追加します。 


下図は VB.NET でカシオライブラリを利用する例です。 


 


2-1 
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C#.NETの場合も同様に C#.NET用のクラスライブラリを参照設定に追加します。 


 
なお、プログラムコーディング例は、３章（C#.NET）および４章（VB.NET）を参照してください。 


また、クラスライブラリ各インターフェースは５章（C#.NET）および 6章（VB.NET）を参照してください。 


 
2-4-2．作成したアプリケーションの端末での実行方法 


ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴで作成したアプリケーションとクラスライブラリは、同じフォルダに入れるようにしてく


ださい。クラスライブラリの dllをWindowsフォルダに入れてしまうとアプリケーションは動作しません。 


また、以下のライブラリには、クラスライブラリの他にヘルパーライブラリもアプリケーションと同じフォルダに


コピーする必要があります。 


・ ＢＣＤ演算ライブラリ directbcd.dll 


2-2 
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§3．C#.NET用クラスライブラリ 
 


3-1.C#.NET 用クラスライブラリの機能 


   C#.NET用クラスライブラリが提供するラッパー関数は以下の処理を行います。 


1） アプリケーションから受け取った引数をエクスポート関数用に変換します。 


2） エクスポート関数を呼び出します。 


3） エクスポート関数の戻り値をアプリケーション用に変換します。 


4） 戻り値を設定してアプリケーションに制御を戻します。 


 


アプリケーション 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


dll_func 


引数の変換 


実関数呼び出し 


戻り値の変換 


retrn ｘｘｘ 


xｘx dll_func( p1); 
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3-2 


3-2. カシオライブラリと C#の対応表 


 


3-2-１. カシオライブラリと C#での関数引数の対応表 
カシオライブラリ関数に渡す引数の対応を表にしたものを以下に示します。 


 カシオライブラリの引数 C#呼び出し時の引数 ラッパー関数引数（アプリケーションに提示） 
１ Void void 同左 
2 Char 


(8ビット符号付き) 
sbyte 
（8ビット符号付き） 


1バイトデータとしての意味を持つ場合は sbyte、1
文字としての意味を持つ場合は char とする。 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


ｂyte 
（8ビット符号なし） 


ｂyte 
（8ビット符号なし） 


4 TCHAR 
(16ビット) 


string cｈａｒ（16ビット） 


5 Short 
（16ビット符号付） 


short/Int16 
（符号付 16ビット） 同左 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


ushort/UInt16 
（16ビット符号なし） 同左 


7 Int 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


uint/UInt32 
（32ビット符号なし） 同左 


10 struct _bbb{ ... } bbb struct bbb{...} 同左 
11 char* ref sbyte 同左 
12 BYTE* ref byte 同左 
13 TCHAR* ref string 同左 
14 short* ref short 同左 
15 WORD* ref ushort 同左 
16 int* ref Int32 同左 
17 Long* ref Int32 同左 
18 DWORD* ref uint 同左 
19 struct _bbb{ ... } *bbb 


（構造体のポインタ） 
struct ＜名称＞ [ ... ]; 
＜名称＞ bbb; 
ref bbb; 


同左（メンバの変換が必要な場合があります） 


20 関数へのポインタ public delegate bool CallBack1(); 
CallBack1 x = 


new CallBack1(callback_sub1); 
Clib.dllfunc_callback1(5000, x); 


同左 


 
※網掛け部分は CEではできません。（VisualStudio.NET 2003＋Compact Framwork 1.0） 
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3-2-２. カシオライブラリと C#での戻り値の対応 
返却値の宣言記述の対応を表にしたものを以下に示します。 


 カシオライブラリの記述 C#での関数リターン時の戻り値 ラッパー関数戻り値（アプリケーションに提示） 
１ Void void 同左 
2 Char 


(8ビット符号付き) 
sbyte 
（8ビット符号付き） 同左 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


ｂyte 
（8ビット符号なし） 同左 


4 TCHAR 
(16ビット) 


string（16ビット）  
同左 


5 Short 
（16ビット符号付） 


short/Int16 
（16ビット符号付） 同左 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


ushort/UInt16 
（16ビット符号なし） 同左 


7 Int 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


uint/UInt32 
同左 


10 struct ＜構造体名＞ struct ＜構造体名＞ 同左 
11 char* IntPtrで受け取って返す。 sbyte* 
12 BYTE* IntPtrで受け取って返す byte* 
13 TCHAR* IntPtrで受け取って返す char* 
14 short* IntPtrで受け取って返す short* 
15 WORD* IntPtrで受け取って返す ushort* 
16 int* IntPtrで受け取って返す int* 
17 long* IntPtrで受け取って返す int* 
18 DWORD* IntPtrで受け取って返す uint* 
19 構造体* IntPtrで受け取って返す 構造体* 


 
※網掛け部分は CEではできません。（VisualStudio.NET 2003＋Compact Framwork 1.0） 
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3-3. C#．NET アプリケーションでの使用例 
カシオライブラリのシステムライブラリ関数を利用する場合のサンプルを以下に示します。 


アプリケーション作成時に提供クラスライブラリファイル（CalibCs.dll）をプロジェクトに追加します。 


 
アプリケーション側の記述例 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


using System; 
using ClbSysCs; 
 
namespace ClibsysSmp1 
{ 


・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 public class CeApiSample 
 { 
  public void ApiCe1( ) 
  { 
   uint a1 = new uint(); 
 
   // Wakeup 要因による電源許可禁止の取得 
   // BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD * ) 
   bool x2 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBGetBootableButtons( ref a1 ); 
    
   // Wakeup 要因による電源 ON 許可禁止 
   // BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD ) 
   bool x1 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBSetBootableButtons( a1 ); 
 
 ･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
   uint b1 = new uint(); 
   uint b2 = new uint(); 
 
   // 電源 OFF を禁止する時間の取得 
   // BOOL CLBGetOffMaskTime( DWORD *, DWORD * ) 
   bool x4 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBGetOffMaskTime( ref b1, ref b2 ); 
 
   // 電源 ON 後指定時間 OFF を禁止する 
   // BOOL CLBSetOffMaskTime( DWORD, DWORD ) 
   bool x3 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBSetOffMaskTime( 10, 0 ); 
 
 ･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  } 
 
  public void ApiCe2( ) 
  { 
 
 ･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
   // ｶｰﾄﾞのアクセス終了を待って電源 OFF 
   // void CLBPowerOff( void ) 
   CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBPowerOff(); 
 
  } 
 } 
} 


 


  


3-4 
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§4．VB.NET用クラスライブラリ開発 
 
４-1.VB.NET用クラスライブラリの機能 
   VB.NET用クラスライブラリが提供するラッパー関数は以下の処理を行います。 


1） アプリケーションから受け取った引数をエクスポート関数用に変換します。 


2） エクスポート関数を呼び出します。 


3） エクスポート関数の戻り値をアプリケーション用に変換します。 


4） 戻り値を設定してアプリケーションに制御を戻します。 


 


アプリケーション                        dll_func 


 


                      引数の変換 


 


   ｘｘｘ dll_func( p1);                     実関数呼び出し 


４-1 


 


                                     戻り値の変換 


 


                                      retrn ｘｘｘ 
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４-2.VB.NET とカシオライブラリの対応 
 


４-2-1.VB.NET とカシオライブラリの引数の対応 
カシオライブラリ関数に渡す引数の対応を表にしたものを以下に示します。 


 カシオライブラリの引数 VB 呼び出し時の引数 ラッパー関数引数（アプリケーションに提示） 
１ void 無記述 sub() 同左 
2 char xxx 


(8ビット符号付き) 
ByVal xxx As SByte 
（8ビット符号あり） 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As SByte 
1文字としての意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As Char（16ビット） 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


ByVal xxx As Byte 
（８ビット符号なし） 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As Byte 
1文字としての意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As Char（16ビット） 


4 ＴCHAR 
(16ビット) 


ByVal xxx As Char 
（16ビット） 同左 


5 Short 
（16ビット符号付） 


ByVal xxx As Short/Int16 
（符号付 16ビット） 同左 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


ＵInt16 
（符号付 16ビット） 


ByVal xxx As UInt16 
 


7 Int 
（32ビット符号付） 


ByVal xxx As Integer/Int32 
（32ビット符号付） 同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


ByVal xxx As Integer/Int32 
（32ビット符号付） 同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


ByVal xxx As Integer/Int32 
（32ビット符号付） 


ByVal xxx As UInt32 
 


10 構造体 ByVal xxx As (Structure) 同左 
11 char* ByVal xxx As string 


ByRef xxx As SByte 
ByVal xxx As IntPtr 
          ： 


同左（オーバーロードにより適切なものを選択） 


12 BYTE* ByRef xxx As Byte 同左 
13 TCHAR* ByRef xxx As Char 同左 
14 short* ByRef ｘｘｘ As Short/Int16 同左 
15 WORD* ByRef ｘｘｘ As UInt16 ByRef ｘｘｘ As UInt16 


 
16 int* ByRef ｘｘｘ As Integer/Int32 同左 
17 long* ByRef ｘｘｘ As Integer/Int32 同左 
18 DWORD* ByRef ｘｘｘ As Integer/Int32 ByRef ｘｘｘ As UInt32 


 
19 構造体* ByRef xxx As (Structure) 同左 
20 関数へのポインタ ByVal xxx As CallBack コールバック関数のデリゲートオブジェクトを作成


し、引数として渡す 


Public Delegate Function _ 
CallBack(ByVal dat As Int32) As Int32 
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4-2-2. カシオライブラリと VB との戻り値の対応 
カシオライブラリ関数からの戻り値の対応を表にしたものを以下に示します。 


 カシオライブラリの記述 VB での関数リターン時の戻り値 ラッパー関数戻り値（アプリケーションに提示） 
１ void 無記述 sub() 同左 
2 char 


(8ビット符号付き) 
Dim dat As Byte 
（8ビット符号あり） 
dat = function() 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
Dim dat As SByte(8ビット) 
1文字としての意味を持つ場合は、 
Dim dat As Char（16ビット） 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


Dim dat As SByte 
（8ビット符号なし） 
dat = function() 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
Dim dat As Byte(8ビット) 
1文字としての意味を持つ場合は、 
Dim dat As Char（16ビット） 


4 ＴCHAR 
(16ビット) 


Dim dat As Char 
（16ビット） 
dat = function() 


同左 


5 Short 
（16ビット符号付） 


Dim dat As Short/Int16 
（符号付 16ビット） 
dat = function() 


ByVal xxx As UInt16 
 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


Dim dat As Short/Int16 
（符号付 16ビット） 
dat = function() 


同左 


7 Int 
（32ビット符号付） 


Dim dat As Integer/Int32 
dat = function() 同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


Dim dat As Integer/Int32 
dat = function() 同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


Dim dat As Integer/Int32 
dat = function() 


ByVal xxx As UInt32 
 


10 構造体 Dim stc As struct1 
stc =  function() 


同左 


11 char* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Byte 
ptr = function() 
dat = Marshal.ReadByte(ptr) 


Dim dat As Byte 


12 BYTE* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int16 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt16(ptr) 


Dim dat As Int16 


13 TCHAR* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Char 
ptr = function() 
dat=ChrW(Marshal.ReadInt16(ptr)
) 


Dim dat As Char 


14 short* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int16 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt16(ptr) 


Dim dat As Int16 


15 WORD* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int32 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt32(ptr) 


Dim dat As UInt16 
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16 int* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int32 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt32(ptr) 


Dim dat As Int32 


17 long* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int32 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt32(ptr) 


Dim dat As Int32 
 


18 DWORD* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As UInt32 
Dim dmy() as UInt32 
ptr = function() 
Marshal.Copy(ptr,dat,0,1) 
dat = dmy(0) 


Dim dat As UInt32 
（Marshal.Copyにより獲得する。 
Copy()では配列指定しか出来ないため、ダミー
配列経由で獲得する) 
 


19 構造体* Dim ptr As IntPtr 
Dim stc As struct1 
ptr = function() 
stc = Marshal.PtrToStructure( 
 ptr, GetType(struct1)) 


Dim stc As struct1 
 


 
※ 関数へのポインタは CEでは利用できません。 


※ 構造体については、構造体の中に配列が定義されている場合に利用できません。 
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4-3. VB．NET アプリケーションでの使用例 
カシオライブラリのシステムライブラリ関数を利用する場合のサンプルを以下に示します。 


アプリケーション作成時に提供ソースファイル（ClibSysVB.ｄｌｌ）を「参照設定」に追加します。 


 
アプリケーションの記述 


 Dim CASIO_API As New ClbSysVB.Api 


Dim CASIO_DEF As New ClbSysVB.Def 
 


Private Sub Button1_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles Button1.Click 


    ' ----- Wakeup要因による電源ONの有効／無効設定を行います。 


    Dim bl As Boolean 


    bl = CASIO_API.CLBSetBootableButtons(CASIO_DEF.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER) 


 


    ' ----- Wakeup要因による電源ONの有効／無効状態を読み出します。 


    Dim dat As Int64 


    bl = CASIO_API.CLBGetBootableButtons(dat) 


    If (dat And CASIO_DEF.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER) <> 0 Then MsgBox("左ボタン有効") 


 


    ' ----- 電源ON後、指定された時間電源OFFを禁止するための設定を行います。 


    bl = CASIO_API.CLBSetOffMaskTime(10, 0)       ' 10秒 


    ' ----- 本体電源をOFFします。 


    CASIO_API.CLBPowerOff() 


 


    ' ----- 本体とIOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行います。 


    Dim ans As Int32 


    ans = CASIO_API.CLBCheckCharger(0) 


End Sub 
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§6．VB.NET用クラスライブラリ 関数リファレンス 
 
6-1．システムライブラリ 
 


6-1-1 プログラム構成 
■ClbSysVB.dll ＶＢ．ＮＥＴ用クラスライブラリ  


■ClbSys.dll システムライブラリ本体 


 


6-1-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 ClbSysVB     メインクラス 


 ClbSysVB.Def   システムライブラリ用定数定義 


 ClbSysVB.Api   システムライブラリ用関数定義 


 


［使用例］ 


Dim t1 As New ClibsysVB 


t1.Api.CLBSetBootableButtons( t1.Def.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER + _ 


t1.Def.CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER) 


 


 


 


6-1-1 
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6-1-3.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
26 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
27 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
28 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
29 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
30 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
31 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
32 CLBUpdateLED LED点灯関数 
33 CLBSetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定切り替え 
34 CLBGetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定取得 
35 CLBSetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの設定 
36 CLBGetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの取得 
37 CLBDeleteUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの削除 
38 CLBGetDefaultKey 既定ｷｰの取得 
39 CLBSetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の設定、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞに設定通知 
40 CLBGetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の取得 
41 CLBSetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の設定 
42 CLBGetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の取得 


 


 


6-1-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 Function CLBSetBootableButtons( ByVal dwBootableButtons As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


 


 


 


6-1-3 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetBootableButtons( ByRef pdwBootableButtons As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 Function _ 


 CLBSetOffMaskTime( ByVal dwKey As Integer , ByVal dwCard As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwKey 電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 Integer dwCard 常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 Function _ 


 CLBGetOffMaskTime( ByRef pdwKey As Integer , _ 


ByRef pdwCard As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 Integer pdwCard ”0” を返します 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 Sub CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 
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CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCASTの 


PBT_APMSUSPEND を発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 Function  CLBDisablePowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 Function  CLBEnablePowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetPowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE  電源 OFF禁止 


 FALSE 電源 OFF許可 デフォルト値 
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CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 Function  CLBAPODisable() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 Function  CLBAPOEnable() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBAPOGet() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE APO無効 


FALSE APO有効 デフォルト値 
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CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 Sub CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 Function _ 


 CLBSetIndicator( ByVal dwLedMode As Integer , ByVal dwTime As Integer, 


ByVal dwOnTime As Integer , ByVal dwOffTime As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


 Integer dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 Integer dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 Integer dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 
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CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetIndicator() As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。 


CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 
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 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 Function  CLBCheckCharger( ByVal time_out As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 
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CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 Function  CLBCardDetectDisable( ByVal socket As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


 


 


 


6-1-18 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 Function  CLBCardDetectEnable( ByVal socket As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBCardDetectGet( ByVal socket As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 FALSE カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 
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CLBSetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 Function  CLBSetFnButtons( ByVal bFnButtons As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bFnButtons 


  TRUE 機能キー有効 (デフォルト) 


  FALSE 機能キー無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetFnButtons() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 機能キー有効 


 FALSE 機能キー無効 
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CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 Function _ 


CLBSetInputChangeButtons( ByVal dwInputChangeButtons As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 
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  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetInputChangeButtons() As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 
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CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 Function  CLBSetKeyLock( ByVal bKeyLock As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bKeyLock 


  TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  FALSE 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetKeyLock() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 FALSE 非ロック状態 
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CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 Function  CLBSetCPUMode( ByVal dwMode As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetCPUMode(ByRef pdwMode As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 Function  CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ByVal bRotate As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bRotate 


  TRUE 180度回転（反転） 


  FALSE ０度回転（通常） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 180度回転（反転） 


 FALSE ０度回転（通常） 
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CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 F-ROMに書き込まれている DeviceIDを読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetDeviceIDCode (ByVal pdwDevID() As Char ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Char pdwDevID[32] 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetUserIDCode 
 


機能 F-ROMに書き込まれている UserIDを読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetUserIDCode ( ByRef pdwUserID As Short ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Short pdwUserID 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 Function CLBPrepareLED( ByVal dwLedMode As Integer , ByVal dwTime As Integer, 


ByVal dwOnTime As Integer , ByVal dwOffTime As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwLedMode 


CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤の点灯準備をします。 


 Integer dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 Integer dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 Integer dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


注意事項 


LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 
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CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 Function  CLBUpdateLED( ByVal dwLedMode As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


 


使用方法 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


点灯させます。 


(CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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CLBSetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定を行います。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効を制御することができます。 


 


書式 Function  CLBSetWakeOnModules ( ByVal dwWakeOnModules As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwWakeOnModules 


  CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能有効化 


  CLB_WAKEON_MCR  MCR ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効化 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効化 


   


上記パラメータの論理積を引数として設定すると、複数ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 機能を設定 


  することができます。引数にパラメータを設定しないで本ファンクションを使用すると、そのﾓｼﾞｭｰﾙの 


  WakeOn機能は無効化します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定状態を取得します。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効設定状態を取得することができます。 


 


書式 Function CLBGetWakeOnModules( ByRef pdwWakeOnModules As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer  pdwWakeOnModules 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能が有効 


  CLB_WAKEON_MCR  MCR ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能が有効 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能が有効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを設定します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを設定します。 


 


書式 Function  CLBSetUserDefineKey( ByVal KeyId As Integer, _ 


ByVal UserDefineKeyBuf() As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer KeyId 


  CLB_KEY_ID_000 000キー 


  CLB_KEY_ID_0  0キー 


  CLB_KEY_ID_1  1キー 


  CLB_KEY_ID_2  2キー 


  CLB_KEY_ID_3  3キー 


  CLB_KEY_ID_4  4キー 


  CLB_KEY_ID_5  5キー 


  CLB_KEY_ID_6  6キー 


  CLB_KEY_ID_7  7キー 


  CLB_KEY_ID_8  8キー 


  CLB_KEY_ID_9  9キー 


  CLB_KEY_ID_PERIOD ピリオド（・）キー 


  CLB_KEY_ID_HYPHEN ハイフン（－）キー 


  CLB_KEY_ID_C  取消キー 


  CLB_KEY_ID_BS  後退キー 


  CLB_KEY_ID_ENT 入力キー 


  CLB_KEY_ID_LEFT 左（＜）キー 


  CLB_KEY_ID_RIGHT 右（＞）キー 


  CLB_KEY_ID_LTR 左プログラムキー 


  CLB_KEY_ID_RTR 右プログラムキー 


 Integer UserDefineKeyBuf(16) 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては下記の備考を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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 CLBGetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを取得します。 


 


書式 Function  CLBGetUserDefineKey( ByVal KeyId As Integer, _ 


ByVal UserDefineKeyBuf() As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： Integer KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： Integer UserDefineKeyBuf(16) 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーまたはユーザ定義キーは未定義 
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CLBDeleteUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを削除します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを削除します。 


 削除した場合は既定のキーが使用されます。 


 


書式 Funtion CLBDeleteUserDefineKey( ByVal KeyId As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetDefaultKey 
 


機能 既定キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する既定のキーを取得します。 


 


書式 Function  CLBGetDefaultKey( ByVal KeyId As Integer, _ 


ByVal DefaultKeyBuf() As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： Integer KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： Integer DefaultKeyBuf(16) 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBSetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を設定し、キーボードドライバに状態を通知します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 Function  CLBSetUserDefineKeyState( ByVal State As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetUserDefineKeyState() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 
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CLBSetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を設定します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 Function  CLBSetResetUserDefineKeyState( ByVal State As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetResetUserDefineKeyState() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 
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6-2．プリンタライブラリ 
 
6-2-1 プログラム構成 
■PRNLIBVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用プリンタクラスライブラリ 


■prnlib.dll   プリンタライブラリ本体 


 


6-2-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバ


イスアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「PRNLIBVB.dll」を追加してください。 
・以下のクラス構成になります。 


 PRNLIBVB     メインクラス 


 PRNLIBVB.Def   プリンタライブラリ用定数定義サブクラス 


 PRNLIBVB.Api   プリンタライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 







6-2-2 


6-2-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 概要 備考 
PRNOpen プリンタを使用するための初期化を行い、プリンタの電源


を入れます。 
 


PRNClose プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。  
PRNInitializePrinter プリンタの設定を初期化します。  


PRNPrintScreen フルスクリーン画面を印刷します。  


PRNPrintWindow クライアントウィンドウを印刷します。  


PRNTextOut テキストデータを印刷します。 
(ESCコマンドの送信する事も可能です) 


 


PRNImageOut ビットイメージを印刷します。  


PRNBarcodeOut 指定されたバーコードを印刷します。  


PRNBMPOut 指定された Bitmapを印刷します。ただし、白黒 2色の
Bitmapのみ印刷可能です。 


 


PRNCheckMarker マーカ位置まで紙送りします。  


PRNGetStatus 現在のプリンタの状態を取得します。  


PRNGetLastError 最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。  


PRNSetPaperWidth 使用する用紙の用紙幅を指定します。  


PRNGetPaperWidth 用紙幅の設定状態を取得します。  


PRNSetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


PRNGetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


 
 
 
6-2-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 







PRNOpen 
 
機能 プリンタの電源を投入し、プリンタを使用可能にします。 


 
書式 Function  PRNOpen( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 
PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_DRIVER_NOTEXIST プリンタドライバが非常駐状態であり、プリンタが使用できません。 
PRN_FEEDKEY_ERROR フィードキーでフィード中のため、プリンタが使用できません。 


 
注意 
※ プリンタライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してプリンタの電源投入を行って


ください。 
※ フィードキーによるフィード中は、アプリケーションからのプリンタ制御はできません。また、アプリ


ケーションがプリンタ制御している間は、フィードキーによるフィードはできません。 
 


 


6-2-3 







PRNClose 
 
機能 プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。 


 
書式 Function  PRNClose( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
注意 
※ 印刷中に本関数が使用されると、既に送信されている印刷データの印刷終了後に終了します。 
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PRNInitializePrinter 
 
機能 プリンタの設定を初期化します。 


 
書式 Function  PRNInitializePrinter( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNPrintScreen 
 
機能 フルスクリーン画面を印刷します。 


 
書式 Function  PRNPrintScreen( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNPrintWindow 
 
機能 指定されたウィンドウを印刷します。 


 
書式 Function  PRNPrintWindow( ByVal hWindow As IntPtr ) As Int32 


 
パラメータ 
ｈWindow 印刷するウィンドウのハンドルを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNTextOut 
 
機能 テキストデータを印刷します。また、ESCコマンドを送信する場合も本関数を使用します。 


 
書式 Function  PRNTextOut( ByVal dwLength As Int32 , ByVal szTextData As String ) As Int32 


 
パラメータ 


dwLength テキストデータのデータ長を指定します。(0～65535) 
0を指定すると、szTextDataの先頭から 0x0000までを印刷(送信)します。 


szTextData テキストデータ(ESCコマンドも含む)が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
注意 


※ PRNTextOutで入力する文字コードに関しては、「プログラミング上の注意点」を参照して下さい。 
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PRNImageOut 
 
機能 ビットイメージデータを印刷します。 


 
書式 Function  PRNImageOut( ByVal dwWidth As Int32 , ByVal dwHeight As Int32, _ 


ByVal dwFeedLength As Int32 , ByVal pbyImageData() As Byte) As Int32 


 
パラメータ 


dwWidth ビットイメージデータの横方向バイト数を指定します。 
(58mm用紙：1～48 80mm用紙：1～72) 


dwHeight ビットイメージデータの縦方向ドットライン数を指定します。(1～65535) 
dwFeedLength ラインフィードする長さを指定します。(0～96) 
pbyImageData イメージデータが格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 


 イメージデータ例 
 


bb7 


nバイト 


 


 


 


 


 


 


0 


n+1バイト 


b7 b
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PRNBarcodeOut 
 
機能 指定されたバーコードを印刷します。 


 
書式 Function  PRNBarcodeOut(ByVal dwCode As Int32 , ByVal dwHeight As Int32 , _ 


ByVal dwCheckDigit As Int32 , ByVal dwFont As Int32 , _ 
ByVal dwLeftMargin As Int32 , ByVal dwDirection As Int32, _  
ByVal dwLength As Int32 , ByVal szBarcodeData As String ) As Int32 


 
パラメータ 


dwCode 印刷するバーコードの種類を指定します。 
0：JAN 
1：NW7 
2：CODE39 
3：ITF 
4：UPC-E 
5：CODE128 


dwHeight 印刷するバーコードの高さを指定します。(1～63mm) 
dwCheckDigit チェックデジットの有無を指定します。 


0：チェックデジット無し 
1：チェックデジット有り 


dwFont バーコードの下に印刷するデータの有無や文字の種類を指定します。 
0：付加文字無し 
1：標準文字（ANK 8 X 16ドット） 
2：縮小文字（ANK 6 X ７ドット） 
3：OCR-BⅠ 


dwLeftMargin バーコードの左側に空けるスペースをミリ単位で指定します。 
(0～69mm。センタリングする場合は 0xFFFFFFFFを指定) 


dwDirection バーコードを印刷する方向を指定します。 
0：縦方向 
1：横方向 


dwLength バーコードのデータ長を指定します。 
szBarcodeData バーコードデータ(Unicode)が格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNBMPOut 
 
機能 指定された Bitmapを印刷します。 


 
書式 Function  PRNBMPOut( ByVal szFilename As String ) As Int32 


 
パラメータ 


szFilename 印刷するビットマップファイルのフルパス名が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルが開けません。 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
注意 


※ 白黒 2色の Bitmapのみ印刷可能です。 
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PRNCheckMarker 
 
機能 マーカ位置まで紙送りします。 


 
書式 Function  PRNCheckMarker( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNGetStatus 
 
機能  現在のプリンタのエラー状態を取得します。 


また、本関数を実行すると PRNGetLastErrorで取得するエラーへ反映されます。 
 
書式 Function  PRNGetStatus( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNGetLastError 
 
機能  最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。 


 
 
書式 Function  PRNGetLastError( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_NOTCHANGE 用紙幅を変更できません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルを開けません 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNSetPaperWidth 
 
機能  使用する用紙の用紙幅を指定します。 
 
書式 Function  PRNSetPaperWidth( ByVal dwWidth As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


dwWidth 印刷に使用する用紙の幅を指定します。 
0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_NOTCHANGE 80mm幅へ変更できません。 


 
注意 


※ 58mm 用紙で印刷後、80mm 用紙に変更して印刷すると印刷がかすれる可能性があります。このため、


用紙幅 58mmを設定し印刷した後は、80ｍｍへ変更することはできません。 


※ 用紙幅を変更した場合、本関数の呼び出し前に送信され、まだ印字されていないデータは消去されます。


また、左右マージンの設定は 0 にリセットされます。本関数を実行する前には、未印字吐出しコマンド


を実行して印刷データを全て印刷して下さい。 
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PRNGetPaperWidth 
 
機能  現在設定されている用紙幅を取得します。 
 
書式 Function  PRNGetPaperWidth( ByRef dwWidth As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


現在の用紙幅設定を格納するエリアへのポインタ dwWidth 


取得結果 0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNSetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定を変更します。 
 
書式    Function  PRNSetPrinterProperty( 


 ByVal dwPaperType As Int32 ,ByVal dwDepth As Int32 , _ 
ByVal dwSpeed As Int32 , ByVal dwAutoloading As Int32 , _ 
ByVal dwAutolodingLength As Int32, ByVal dwPreheat As Int32 , _ 
ByVal dwPrintContinuation As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


用紙の種類を設定します dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


印字濃度を設定します dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
印字速度を設定します dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


オートローディングの有効無効を設定します dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を設定します。 dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
プリヒートの有効無効を設定します dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
エラー時継続印字の有効無効を設定します dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
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PRNGetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定状態を取得します。 
 
書式 Function  PRNSetPrinterProperty( 


ByRef dwPaperType As Int32 , ByRef dwDepth As Int32 , _ 
ByRef dwSpeed As Int32 , ByRef dwAutoloading As Int32 , _ 
ByRef dwAutolodingLength As Int32 , ByRef dwPreheat As Int32 , _ 
ByRef dwPrintContinuation As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


現在の用紙種類設定を格納するエリアへのポインタ dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


現在の印字濃度設定を格納するエリアへのポインタ dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
現在の印字速度設定を格納するエリアへのポインタ dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


現在のオートローディング設定を格納するエリアへのポインタ dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を格納するエリアへのポインタ dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
現在のプリヒート設定を格納するエリアへのポインタ dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
現在のエラー時継続印字設定を格納するエリアへのポインタ dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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6-1 


6-3．BCD演算ライブラリ 
 


6-3-1 プログラム構成 
■LDTBCDVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 BCD演算クラスライブラリ 


■directbcd.dll  端末のみに必要な BCD演算ライブラリ用ヘルパーライブラリ  


■LDTBCD.dll   BCD演算ライブラリ本体 


 


6-3-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LDTBCDVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 LDTBCDVB.Wrap      メインクラス 


 LDTBCDVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義サブクラス 


 LDTBCDVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 
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6-2 


 


6-3-3 関数一覧 
NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


※ 網掛けされた関数は、VBから処理できないため現状使用できません。  


 


 


6-3-4 関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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bcd_mov 
 


機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 


 


書式 Function  bcd_mov( ByVal src As BCD_DATA , ByVal dst As BCD_DATA ) As Int32 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ src 数値 


 dst 演算結果 


 


戻り値 dstを返します。 
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bcd_atobcd 
 


機能 stringで与えられた文字列を数値に変換して resultに返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が


許されます。 


 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記すること


になります。 


 


書式 Sub bcd_atobcd( ByVal str() As Byte, ByVal result As BCD_DATA ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ str 文字列 


 result 変換数値 


 


戻り値 無し 
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bcd_bcdtoa 
 


機能 valueで与えられた数値を文字列に変換して restringに返します。 


文字列は、10 進の数字で小数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入りま


す。 


Restring に格納する文字列は strsize-1 文字までであり、変換された文字列が strsize 以上ある場


合は超える部分が整数部ならエラーとし、小数部ならば strsize-1までを格納し正常終了します。 


 小数部末尾の 0は文字に変換されません。 


 


書式 Sub bcd_bcdtoa( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal restring() As Char, 


ByRef strsize As Int32 ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 restring 変換文字列 


 strsize restringサイズ 


 


戻り値 無し 
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bcd_abs 
 


機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 


 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function bcd_abs( ByVal value As BCD_DATA,  


ByVal absolute As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 absolute 絶対値 


 


戻り値 absoluteを返します。 
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bcd_modfint 
 


機能 数値 valueの整数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_modfint( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_modflow 
 


機能 数値 valueの小数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_modflow( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_sign 
 


機能 数値 valueの符号を返します。 


 


書式 Function  bcd_sign( ByVal value As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 


戻り値 符号を返します。 


 -1 *value < 0 


  0 *value = 0 


  1 *value > 0 


 


 


6-9 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


bcd_round 
 


機能 数値 valueを指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*valueに返します。 


 桁が正の値または 0ならば整数部の桁を、負の値ならば小数部の桁を表します。 


 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 


 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0なら切り上げは行われません。 


 


書式 Function  bcd_round( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal keta As Int32, 


ByVal mode As Int32 ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 keta 桁（10keta） 


 mode 処理モード 


  R_UP  切り上げ 


  R_DOWN 切り下げ 


  R_4DOWN5UP 四捨五入 


 


戻り値 valueを返します。 
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bcd_add/bcd_add2 
 


機能 valueX と valueYの加算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_addは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_add2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_add( ByVal valueX As BCD_DATA,  


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_add2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 


機能 valueXから valueYを減算して、結果を resultに返します。 


 bcd_subは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_sub2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_sub( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA , 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_sub2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA 


ByVal result As BBCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 


機能 valueXに valueYを乗算して、結果を resultに返します。 


 bcd_mulは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_mul2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_mul( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_mul2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_div/bcd_div2 
 


機能 valueX と valueYの除算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_divは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_div2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_div( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


         Function  bcd_div2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_pow 
 


機能 べき乗（*ｖａｌｕｅＸ）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果をresultに返します。 


 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 


 演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_pow( ByVal valuX As BCD_DATA, 


ByVal valuY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_log10 
 


機能 vjo常用対数演算ｌｏｇ10（*ｖａｌｕe）を行い、結果をresultに返します。 


 数値ｖａｌｕｅの範囲は *value > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_log10( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_accuracy 
 


機能 演算精度の設定を行います。 


 


書式 Sub bcd_accuracy( ByVal mode As Int32 ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ mode 精度 BCD_SINGLE ：単精度 


   BCD_DOUBLE ：倍精度 


 


戻り値 無し。 
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bcd_matherr 
 


機能 ＢＣＤ演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自


のエラー処理を行う場合は、bcd_matherrを定義してリンクを行います。 


 


書式 Function  bcd_matherr( ByVal except As struct bcd_exception ) As Int32 


 


 引数の構造体 
 struct bcd_exception{ 
   int  type;  /* エラーの種類  */ 
   char  *name  /* エラー発生関数名 */ 
   BCD_DATA  *arg1,arg2 /* 関数の第 1引数/第 2引数 */ 
    }; 
 


   エラーの種類 


   BCD_NOERROR  0x00 正常 


   BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 


   BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 


   BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 


   BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 


   BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 


   BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ except 数値演算エラー情報 


 


戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 


 ｂcd_matherrでエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherrでエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして


終了します。 
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§6-4．Bluetooth ライブラリ 
 


6-4-1 プログラム構成 
■BTLibVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 Bluetooth クラスライブラリ 


■BTLib.dll   Bluetooth ライブラリ本体 


 


6-4-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクトを作成し


てください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「BTLibVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 BTLibVB     メインクラス 


 BTLibVB.Def   Bluetooth ライブラリ用定数定義サブクラス 


 BTLibVB.Api   Bluetooth ライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 
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6-4-2 


6-4-3.関数一覧 
NO. Function Description 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_Inquiry Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行します。 
06 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


07 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


08 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


09 BTLib_SetPassKey DT-9700本体のPassKeyを設定します。 


10 BTLib_TrustDevice 指定したBluetooth機器に対してデバイスの信頼を行います。 


11 BTLib_GetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn設定を取得します。 


12 BTLib_SetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn機能を設定します。 


Registry Access Functions 
13 BTLib_RegisterLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_RegisterDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


15 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


16 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


17 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 


18 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 


Serial Communication Functions (Windows API) 
19 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


20 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


21 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


22 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


23 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


24 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


25 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


26 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


27 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


28 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


29 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


30 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


31 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


32 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


33 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


34 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


   


 
   


6-4-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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BTLib_Initialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を開始します。Bluetooth仮想 COMポートも初期化さ


れます。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Funtion  BTLib_Initialize ( ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を終了します。Bluetooth仮想 COMポートも使用でき


なくなります。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Function  BTLib_DeInitialize ( ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-9700 本体の Bluetooth デバイスが使用できなくなる可能性があり


ます。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を取得します。本関数では、BTST_LOCALINFO 構造


体の全てのメンバが取得されます。 


Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて取得可能なパラメータについて


は、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Function  BTLib_GetLocalInfo ( ByVal LocalInfo As BTST_LOCALINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [out] DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 ※関数の戻り値は現在検討中です。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します。本関数を実行する前に、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数では、BTST_LOCALINFO 構造体のメンバのうち、Bluetooth アドレスを除く全てのデバイ


ス情報が設定されます。Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて設定可


能なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Function  BTLib_SetLocalInfo ( ByVal LocalInfo As BTST_LOCALINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [in] 設定する DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、Bluetooth 認証フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。Bluetooth 認証フ


ラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行します。 


 


書式 Function  BTLib_Inquiry ( ByRef DeviceNumber As Integer, _ 


ByVal InquiryTime As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceNumber [out] Inquiryで発見された Bluetooth機器の数を格納する変数 


 InquiryTime [in] Inquiryを実行する時間（単位はミリ秒） 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


備考 本関数を実行した後、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を


取得してください。 
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BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 BTLib_Inquiry 関数で発見された Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry


関数を実行後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


 本関数で取得できるデバイス情報は、以下の通りです。Bluetooth デバイスクラスにおいて取得可能


なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスクラス 


 


書式 Function  BTLib_GetDeviceInfo ( ByVal DeviceInfo() As BTST_DEVICEINFO，_ 


         ByVal DeviceNumber As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報を格納する構造体変数 


 DeviceNumber [in] BTLib_Inquiry関数で取得した Bluetooth機器の数 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。取得可能なサービスクラスパラメータについ


ては、4-7-2を参照してください。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 Function  BTLib_GetServiceInfo ( ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) _ 


 As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 Function  BTLib_SelectDevice ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, _ 


   ByVal  PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 PortName [in] 接続する通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-9700本体の PassKey を設定します。PassKeyは、DT-9700本体で他の Bluetooth機器との


ボンドを実行する場合、および他のBluetooth機器からPassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 Function  BTLib_SetPassKey ( ByVal PassKey As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


備考 BTLib_TrustDevice関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-9700 へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行し


て PassKeyを設定してください。 
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BTLib_TrustDevice 
 


機能 DT-9700本体から、指定した Bluetooth機器との信頼を行います。 


 


書式 Function  BTLib_TrustDevice (  _ 


  ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, _  


 ByVal PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デバイスの信頼を実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトのBluetooth機器とのデバイスの 


信頼を実行する 


 PortName [in] デフォルトで通信する設定をした通信ポート 


DeviceInfo で NULL を指定した場合のみ、以下の中から一つを指


定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 


 


 


 


6-4-12 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


BTLib_GetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn設定を取得します。 


 


書式 Function  BTLib_GetWakeOnStatus ( _ 


    ByRef WakeOnStatus As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [out] DT-9700本体の Bluetooth Wake On設定を取得する変数 


    以下の値のいずれかが取得される 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeON設定が有効 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeON設定が無効 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 
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BTLib_SetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn機能を設定します。 


 


書式 Function  BTLib_SetWakeOnStatus ( _ 


ByVal WakeOnStatus As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [in] DT-9700本体の Bluetooth WakeOnを設定する変数 


    以下の値のいずれかを設定する 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeOn設定を有効にする 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeOn設定を無効にする 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


備考 Bluetooth WakeOn設定は、DT-9700をサスペンドする前に実行してください 
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BTLib_RegisterLocalInfo 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 Function  BTLib_RegisterLocalInfo ( ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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BTLib_RegisterDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 Function  BTLib_RegisterDeviceInfo ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 
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BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 Function  BTLib_SearchDeviceInfo ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO , _  


ByRef DeviceNumber As Integer , _  


    ByVal SearchKey As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 Function  BTLib_DeleteDeviceInfo ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 Function  BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( _ 


ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, _  


ByVal PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 Function  BTLib_SetDefaultDevice ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO , _ 


    ByVal PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


    NULLを指定した場合、デフォルトで通信するデバイスを設定しない 


PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを選択する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 
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6-5-1 


6-5．SOBRライブラリ 
 
6-5-1 プログラム構成 
■SobrlibVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 SOBRクラスライブラリ 
■sobrlib.dll   SOBRライブラリ本体 
 


6-5-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマート


デバイスアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「SobrlibVB.dll」を追加してください。 
・以下のクラス構成になります。 
 SobrlibVB     メインクラス 


 SobrlibVB.Def   SOBRライブラリ用定数定義サブクラス 


 SobrlibVB.Api   SOBRライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 
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6-5-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
SOBROpen COMポートの初期化及び電源 ON 


SOBRClose COMポートの解放及び電源 OFF 


SOBR9650Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9650専用) 


SOBR9656Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9656専用) 


SOBRReceive 受信データの読み出し 


SOBRStatus 受信状態の確認 


SOBRClear 受信バッファ、及び受信状態をクリア 


SOBRSetEventNotification データ取得通知方法をイベント/メッセージから選択 


SOBRGetEventNotification 選択されているデータ通知取得方法を確認 


 
 
6-5-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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SOBROpen 
 
機能 シリアルバーコードリーダを Open状態にして、SOBR機能を使用可能にします。 
 
書式 Function  SOBROpen( ByVal hWnd As IntPtr ) As Boolean 
 
パラメータ 


hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 


戻り値 
TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関


数を実行するとシリアルバーコードリーダの初期化／電源投入が行われます。 
オープンがエラー終了した場合は、SOBRClose()を実行してから再度オープンし直す必要がありま
す。 
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SOBRClose 
 
機能 シリアルバーコードで使用した COMポートを開放する。 


シリアルバーコードの電源を停止する。 
 
書式 Function  SOBRClose( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値  


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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SOBRReceive 
 
機能 シリアルバーコードリーダが読み取ったバーコードデータを取得します。 
 
書式 Function  SOBRReceive ( ByVal buf() As Byte ) As Byte 
 
パラメータ 


buf バーコードデータ取得用バッファへのポインタ 
 
戻り値 


RECV_NODATA データなし 
RECV_NORMAL 取得データあり 
RECV_ERROR データ取得エラー 


 
注意 


本機は内部のバッファにバーコードデータを最大 4 つまで保存することができます。
SOBRReceive()を使用すると本機内に保存されているデータのうち最も古いデータを取得し
ます（取得したデータは本機内から削除されます）。 
本機がバーコードデータを 4つ確保している状態でシリアルバーコードリーダの操作を行った 
場合、本機はデータを取得しません。 
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SOBR9650Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 Function  SOBR9650Send( ByVal cmd() As Byte ) As Boolean 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納したポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー（NAK受信、その他エラー） 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対して、設定変更等をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9650専用です） 
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SOBR9656Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9656BCR）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 Function SOBR9656Send( ByVal cmd() As Byte ) As Boolean 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納した文字列へのポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9656SOBR）に対して、設定変更をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9656専用です） 
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SOBRStatus 


 
機能 シリアルバーコードリーダのステータス（送受信状態）の確認 
 
書式 Function  SOBRStatus( ByRef DataNum As Byte ) As Integer 
 
パラメータ 


DataNum バーコードリーダ内に記憶しているデータ数を取得する変数ポインタ 
 
戻り値 


SOBR_OK 通常状態 
SOBR_RECV_OVERRUN 受信バッファオーバーラン 
SOBR_BUFF_OVERRUN バッファオーバーラン 
SOBR_PARITY_ERR パリティエラー 
SOBR_FRAME_ERR フレームエラー 
SOBR_BREAK ブレーク状態 
SOBR_SEND_FULL 送信バッファフル 
SOBR_IO_ERROR 一般 I／Oエラー 
SOBR_MDOE_ERROR モード末サポート／不正通信ハンドル 
SOBR_DATA_READING データ取得中 
SOBR_SEND_ERR コマンド送信エラー 
SOBR_ERROR その他の異常 
SOBR_BUFF_FULL バッファフル 


 
注意 


・バーコードリーダを操作すると、データはバッファ内に保存されます。本関数をポーリングで実


行して、バッファ内にデータが取得されたことを確認してください。 


・本関数を使用して、バッファ内にデータがあることを確認できた場合は、SOBRReceive を使用


してデータを取得してください（データは最大 4つ保持します）。 


・SOBRReceive、SOBR9650Send、SOBR9656Sendを使用した際は、本関数を実行してステータ


スを取得してください。バッファフルエラー（SOBR_BUFF_FULL）以外のエラーが発生した


場合は SOBRClose を実行しプログラムを一旦終了させ、通信ケーブルの状態等を確認した後に


再度 SOBROpenからプログラムを再開することを推奨します。 


・ステータスは、別の関数を使用して上書きされるまで DT-9700内に保存されます。 


ステータスを確認した後は SOBRClearを実行して、保存されているステータスをクリアする 


ことを推奨します。 
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SOBRClear 
 
機能 受信用バッファ、及びステータスのクリア 
 
書式 Function  SOBRClear( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


本関数を実行するとライブラリが使用している受信用バッファとステータスをクリア 


します(クリア後のステータスは SOBR_OKになります)。 
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SOBRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 Function  SOBRSetEventNotification( ByVal bEnable As Boolean ) As Boolean 
 
パラメータ 


TRUE ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
FALSE ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「SOBREventReading」でバーコードデー
タ取得を通知します(イベントの名称はレジストリで定義しています)。 


 
※  通知方法をメッセージに設定した場合、バーコードデータ取得時にメッセージ


(WM_SOBR_RECEIVING)を発行します(WM_SOBR_RECEIVINGは SOBRLIB.h内で定義され
ているので、このヘッダファイルを includeしてください)。 
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SOBRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 Function SOBRGetEventNotification( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
FALSE データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 
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§6．VB.NET用クラスライブラリ 関数リファレンス 
 
6-1．システムライブラリ 
 


6-1-1 プログラム構成 
■ClbSysVB.dll ＶＢ．ＮＥＴ用クラスライブラリ  


■ClbSys.dll システムライブラリ本体 


 


6-1-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 ClbSysVB     メインクラス 


 ClbSysVB.Def   システムライブラリ用定数定義 


 ClbSysVB.Api   システムライブラリ用関数定義 


 


［使用例］ 


Dim t1 As New ClibsysVB 


t1.Api.CLBSetBootableButtons( t1.Def.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER + _ 


t1.Def.CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER) 


 


 


 


6-1-1 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


6-1-2 


6-1-3.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
26 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
27 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
28 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
29 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
30 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
31 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
32 CLBUpdateLED LED点灯関数 
33 CLBSetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定切り替え 
34 CLBGetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定取得 
35 CLBSetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの設定 
36 CLBGetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの取得 
37 CLBDeleteUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの削除 
38 CLBGetDefaultKey 既定ｷｰの取得 
39 CLBSetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の設定、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞに設定通知 
40 CLBGetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の取得 
41 CLBSetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の設定 
42 CLBGetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の取得 


 


 


6-1-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 Function CLBSetBootableButtons( ByVal dwBootableButtons As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetBootableButtons( ByRef pdwBootableButtons As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 Function _ 


 CLBSetOffMaskTime( ByVal dwKey As Integer , ByVal dwCard As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwKey 電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 Integer dwCard 常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 Function _ 


 CLBGetOffMaskTime( ByRef pdwKey As Integer , _ 


ByRef pdwCard As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 Integer pdwCard ”0” を返します 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 Sub CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 
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CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCASTの 


PBT_APMSUSPEND を発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 Function  CLBDisablePowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 Function  CLBEnablePowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetPowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE  電源 OFF禁止 


 FALSE 電源 OFF許可 デフォルト値 
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CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 Function  CLBAPODisable() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 Function  CLBAPOEnable() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBAPOGet() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE APO無効 


FALSE APO有効 デフォルト値 
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CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 Sub CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 Function _ 


 CLBSetIndicator( ByVal dwLedMode As Integer , ByVal dwTime As Integer, 


ByVal dwOnTime As Integer , ByVal dwOffTime As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


 Integer dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 Integer dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 Integer dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 
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CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetIndicator() As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。 


CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 
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 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 Function  CLBCheckCharger( ByVal time_out As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 
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CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 Function  CLBCardDetectDisable( ByVal socket As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 Function  CLBCardDetectEnable( ByVal socket As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBCardDetectGet( ByVal socket As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 FALSE カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 
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CLBSetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 Function  CLBSetFnButtons( ByVal bFnButtons As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bFnButtons 


  TRUE 機能キー有効 (デフォルト) 


  FALSE 機能キー無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetFnButtons() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 機能キー有効 


 FALSE 機能キー無効 
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CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 Function _ 


CLBSetInputChangeButtons( ByVal dwInputChangeButtons As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


6-1-23 


  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetInputChangeButtons() As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 
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CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 Function  CLBSetKeyLock( ByVal bKeyLock As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bKeyLock 


  TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  FALSE 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetKeyLock() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 FALSE 非ロック状態 
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CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 Function  CLBSetCPUMode( ByVal dwMode As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetCPUMode(ByRef pdwMode As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 Function  CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ByVal bRotate As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bRotate 


  TRUE 180度回転（反転） 


  FALSE ０度回転（通常） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 Function  CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 180度回転（反転） 


 FALSE ０度回転（通常） 


 


 


 


 


 


 


6-1-30 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 F-ROMに書き込まれている DeviceIDを読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetDeviceIDCode (ByVal pdwDevID() As Char ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Char pdwDevID[32] 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetUserIDCode 
 


機能 F-ROMに書き込まれている UserIDを読み出します。 


 


書式 Function  CLBGetUserIDCode ( ByRef pdwUserID As Short ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Short pdwUserID 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 Function CLBPrepareLED( ByVal dwLedMode As Integer , ByVal dwTime As Integer, 


ByVal dwOnTime As Integer , ByVal dwOffTime As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwLedMode 


CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤の点灯準備をします。 


 Integer dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 Integer dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 Integer dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


注意事項 


LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 
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CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 Function  CLBUpdateLED( ByVal dwLedMode As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


 


使用方法 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


点灯させます。 


(CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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CLBSetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定を行います。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効を制御することができます。 


 


書式 Function  CLBSetWakeOnModules ( ByVal dwWakeOnModules As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer dwWakeOnModules 


  CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能有効化 


  CLB_WAKEON_MCR  MCR ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効化 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効化 


   


上記パラメータの論理積を引数として設定すると、複数ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 機能を設定 


  することができます。引数にパラメータを設定しないで本ファンクションを使用すると、そのﾓｼﾞｭｰﾙの 


  WakeOn機能は無効化します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定状態を取得します。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効設定状態を取得することができます。 


 


書式 Function CLBGetWakeOnModules( ByRef pdwWakeOnModules As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer  pdwWakeOnModules 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能が有効 


  CLB_WAKEON_MCR  MCR ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能が有効 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能が有効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを設定します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを設定します。 


 


書式 Function  CLBSetUserDefineKey( ByVal KeyId As Integer, _ 


ByVal UserDefineKeyBuf() As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer KeyId 


  CLB_KEY_ID_000 000キー 


  CLB_KEY_ID_0  0キー 


  CLB_KEY_ID_1  1キー 


  CLB_KEY_ID_2  2キー 


  CLB_KEY_ID_3  3キー 


  CLB_KEY_ID_4  4キー 


  CLB_KEY_ID_5  5キー 


  CLB_KEY_ID_6  6キー 


  CLB_KEY_ID_7  7キー 


  CLB_KEY_ID_8  8キー 


  CLB_KEY_ID_9  9キー 


  CLB_KEY_ID_PERIOD ピリオド（・）キー 


  CLB_KEY_ID_HYPHEN ハイフン（－）キー 


  CLB_KEY_ID_C  取消キー 


  CLB_KEY_ID_BS  後退キー 


  CLB_KEY_ID_ENT 入力キー 


  CLB_KEY_ID_LEFT 左（＜）キー 


  CLB_KEY_ID_RIGHT 右（＞）キー 


  CLB_KEY_ID_LTR 左プログラムキー 


  CLB_KEY_ID_RTR 右プログラムキー 


 Integer UserDefineKeyBuf(16) 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては下記の備考を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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 CLBGetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを取得します。 


 


書式 Function  CLBGetUserDefineKey( ByVal KeyId As Integer, _ 


ByVal UserDefineKeyBuf() As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： Integer KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： Integer UserDefineKeyBuf(16) 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーまたはユーザ定義キーは未定義 
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CLBDeleteUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを削除します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを削除します。 


 削除した場合は既定のキーが使用されます。 


 


書式 Funtion CLBDeleteUserDefineKey( ByVal KeyId As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Integer KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetDefaultKey 
 


機能 既定キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する既定のキーを取得します。 


 


書式 Function  CLBGetDefaultKey( ByVal KeyId As Integer, _ 


ByVal DefaultKeyBuf() As Integer ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： Integer KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： Integer DefaultKeyBuf(16) 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBSetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を設定し、キーボードドライバに状態を通知します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 Function  CLBSetUserDefineKeyState( ByVal State As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetUserDefineKeyState() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 
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CLBSetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を設定します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 Function  CLBSetResetUserDefineKeyState( ByVal State As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 Function  CLBGetResetUserDefineKeyState() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 
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§5．C#.NET用クラスライブラリ 関数リファレンス 
 
5-1．システムライブラリ 
 


5-1-1 プログラム構成 
■ClbSysCs.dll C# .NET クラスライブラリ 


■ClbSys.dll  ダイナミックリンクライブラリ 


 


5-1-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using ClbSysCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 


関数は CalibCs.ClbSysCs.Api.関数名 として記述して下さい。 


定数は CalibCs.ClbSysCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 


［使用例］ 
using Systems; 
using ClbSysCs; 
 
public class CeApiSample 
{ 
 public void ApiCe1( ) 
 { 
  uint a1 = new uint(); 


 
  // Wakeup 要因による電源許可禁止の取得 
  // BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD * ) 
  bool x2 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBGetBootableButtons( ref a1 ); 
 
  // 左トリガーキーによる電源 ON は有効に 
  uint a2 = (a1 | (uint) CalibCs.ClbSysCs.Def.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER); 
 
  // Wakeup 要因による電源 ON 許可禁止 
  // BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD ) 
  bool x1 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBSetBootableButtons( a2 ); 


｝ 
｝ 
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5-1-1-2 


5-1-3.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons 機能ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons 機能ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
26 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
27 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
28 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
29 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
30 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
31 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
32 CLBUpdateLED LED点灯関数 
33 CLBSetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定切り替え 
34 CLBGetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定取得 
35 CLBSetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの設定 
36 CLBGetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの取得 
37 CLBDeleteUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの削除 
38 CLBGetDefaultKey 既定ｷｰの取得 
39 CLBSetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の設定、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞに設定通知 
40 CLBGetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の取得 
41 CLBSetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の設定 
42 CLBGetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の取得 


 


 


5-1-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 


 


 


 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 bool CLBSetBootableButtons( uint dwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetBootableButtons( ref uint pdwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetOffMaskTime( uint dwKey , uint dwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwKey 電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 uint dwCard 常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 bool CLBGetOffMaskTime( ref uint pdwKey , ref uint pdwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 ref uint pdwCard ”0” を返します 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 VOID CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCASTの 


PBT_APMSUSPEND を発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 bool CLBDisablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 bool CLBEnablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 bool CLBGetPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true  電源 OFF禁止 


 false 電源 OFF許可 デフォルト値 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 bool CLBAPODisable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 bool CLBAPOEnable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 bool CLBAPOGet() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true APO無効 


false APO有効 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 void CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


クラス ClbSysCs 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 bool CLBSetIndicator( uint dwLedMode, uint dwTime, 


uint dwOnTime, uint dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


 uint dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 uint dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 uint dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 
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CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 uint CLBGetIndicator() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。 


CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 


 


クラス ClbSysCs 
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 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 int CLBCheckCharger( uint time_out ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 


 


クラス ClbSysCsh> 
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CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 bool CLBCardDetectDisable( uint socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 bool CLBCardDetectEnable( uint socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 bool CLBCardDetectGet( uint socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 true カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 false カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetFnButtons( bool  bFnButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool bFnButtons 


  TRUE 機能キー有効 (デフォルト) 


  FALSE 機能キー無効 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetFnButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 機能キー有効 


 false 機能キー無効 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetInputChangeButtons( uint dwInputChangeButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 
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  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 uint CLBGetInputChangeButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetKeyLock( bool bKeyLock ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool bKeyLock 


  true ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  false 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetKeyLock() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 false 非ロック状態 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetCPUMode( uint dwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetCPUMode(ref uint pdwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 bool CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( bool bRotate) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool bRotate 


  true 180度回転（反転） 


  false ０度回転（通常） 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 180度回転（反転） 


 false ０度回転（通常） 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている DeviceIDを読み出します。 


 


書式 bool CLBGetDeviceIDCode (ref char[] pdwDevID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref char[]  pdwDevID  =  new  char[32]; 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


 


 


5-1-1-31 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBGetUserIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている UserIDを読み出します。 


 


書式 bool CLBGetUserIDCode (ref uint  pdwUserID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwUserID 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 bool CLBPrepareLED( uint dwLedMode, uint dwTime, 


uint dwOnTime, uint dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwLedMode 


CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤の点灯準備をします。 


 Uint dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 uint dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 uint dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


注意事項 


LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 


 
5-1-1-33 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 uint CLBUpdateLED( uint dwLedMode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用方法 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


点灯させます。 


(CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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CLBSetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定を行います。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効を制御することができます。 


 


書式 bool CLBSetWakeOnModules ( uint dwWakeOnModules) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwWakeOnModules 


  CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能有効化 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効化 


   


上記パラメータの論理積を引数として設定すると、複数ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 機能を設定 


  することができます。引数にパラメータを設定しないで本ファンクションを使用すると、そのﾓｼﾞｭｰﾙの 


  WakeOn機能は無効化します。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定状態を取得します。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効設定状態を取得することができます。 


 


書式 bool CLBGetWakeOnModules( uint  pdwWakeOnModules ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint pdwWakeOnModules 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能が有効 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能が有効 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを設定します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを設定します。 


 


書式 bool CLBSetUserDefineKey( int KeyId, uint[] UserDefineKeyBuf ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  CLB_KEY_ID_000 000キー 


  CLB_KEY_ID_0  0キー 


  CLB_KEY_ID_1  1キー 


  CLB_KEY_ID_2  2キー 


  CLB_KEY_ID_3  3キー 


  CLB_KEY_ID_4  4キー 


  CLB_KEY_ID_5  5キー 


  CLB_KEY_ID_6  6キー 


  CLB_KEY_ID_7  7キー 


  CLB_KEY_ID_8  8キー 


  CLB_KEY_ID_9  9キー 


  CLB_KEY_ID_PERIOD ピリオド（・）キー 


  CLB_KEY_ID_HYPHEN ハイフン（－）キー 


  CLB_KEY_ID_C  取消キー 


  CLB_KEY_ID_BS  後退キー 


  CLB_KEY_ID_ENT 入力キー 


  CLB_KEY_ID_LEFT 左（＜）キー 


  CLB_KEY_ID_RIGHT 右（＞）キー 


  CLB_KEY_ID_LTR 左プログラムキー 


  CLB_KEY_ID_RTR 右プログラムキー 


 uint[] UserDefineKeyBuf 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては下記の備考を参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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備考 


［仮想キーコード＋オプションフラグ］ 


VF_PAGE と VF_NO_FIX_PAGEの組み合わせを除き、次の値の任意の組み合わせを指定します。 
VF_NO_KEY_UP 


未指定 指定 
定義名 
説明 


キーダウン時 キーアップ時 キーダウン時 キーアップ時 
指定なし 
仮想キーコードのみ指定。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない   


VF_PAGE 
めくりキー動作を指定します。 
最初のキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NO_FIX_PAGE 
めくりキーを確定しません。 
最初のキーに指定します。 
VF_PAGE と同時に指定した場合は


VF_NO_FIX_PAGEは無視されます。 
通常はプログラムキーのような文字を出


力しない特殊なキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_KANA 
VK_KANAを送ります。 
かな文字を出力する場合に指定します。 


VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


何もしない VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


VF_SHIFT 
VK_SHIFT と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（SHIFTキー同時押し） 


VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


何もしない VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


VF_CONTROL 
VK_CONTROL と仮想キーコードを組
み合わせます。 
（CTRLキー同時押し） 


VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


何もしない VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


VF_MENU 
VK_MENU と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（ALTキー同時押し） 


VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


何もしない VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


VF_NO_KEY_UP 
キーダウン時に仮想キーコードをアップ


しません。キーアップ時に仮想キーコー


ドをアップします。 
通常はキーをリピートする場合に指定し


ます。 


  仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NOP 
無効キーコード（0x00）を送ります。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せ仮想キーコードをリピートさせたくない


が、キーアップ時に仮想キーコードをア


ップしたい場合に指定します。 
プログラムキーのようなアプリケーション


で GetAsyncKeyState 関数を使用しキ
ーダウン、キーアップを監視する場合に


指定します。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


VF_NOP_CLICK 
キークリック音を鳴らす無効キーコード


（0x00）を送ります。 
通常は使用しません。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT 
最初のキークリック音、およびリピート時


のキークリック音を鳴らしません。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT 
リピート時のキークリック音を鳴らしませ


ん。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せます。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 
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既定キーの仮想キーコード＋オプションフラグは次の値が指定されています。 
KeyId UserDefineKeyBuf[16] 
CLB_KEY_ID_000 
（000キー） 


VK_0, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0 


CLB_KEY_ID_0 
（0キー） 


VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_1 
（1キー） 


VK_1 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_2 
（2キー） 


VK_2 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_3 
（3キー） 


VK_3 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_4 
（4キー） 


VK_4 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_5 
（5キー） 


VK_5 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_6 
（6キー） 


VK_6 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_7 
（7キー） 


VK_7 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_8 
（8キー） 


VK_8 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_9 
（9キー） 


VK_9 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_PERIOD 
（ピリオド（・）キー） 


VK_PERIOD, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_HYPHEN 
（ハイフン（－）キー） 


VK_HYPHEN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_C 
（取消キー） 


VK_ESCAPE, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_BS 
（後退キー） 


VK_BACK, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_ENT 
（入力キー） 


VK_RETURN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LEFT 
（左（＜）キー） 


VK_LEFT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RIGHT 
（右（＞）キー） 


VK_RIGHT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LTR 
（左プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F24 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RTR 
（右プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F21 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


 


［VF_PAGEについて］ 


VF_PAGE | VK_0, VK_1, VK_2, VK_3, VF_KANA | WCH_A, VF_KANA | WCH_I, VF_KANA | WCH_U, VF_KANA | WCH_E, VK_A, 


VK_B, VK_C, VK_D, VK_SHIFT | VK_A, VK_SHIFT | VK_B, VK_SHIFT | VK_C, VK_SHIFT | VK_D 


UserDefineKeyBuf[16]に VF_PAGE を指定し上のようにした場合、めくりキー動作となり、キーを押すごとに


「0→1→2→3→4→ｱ→ｲ→ｳ→ｴ→a→b→c→d→A→B→C→D→繰り返し」と順に出力します。 


最初のキー（VF_PAGE | VK_0 ）の VF_PAGE を削除し、２番目のキー（VK_1 ）以降すべてに


KEYBD_DEVICE_SILENT を組み合わせれば、キークリック音を一度鳴らし、「01234 ｱｲｳｴ abcdABCD」を


一度に出力します。 


 


注意事項 


一通り設定した後、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を呼ぶことでキーボードドライバに通知し、ユーザ


定義キーを有効にすることができます。 


ユーザ定義キーが有効状態であっても、設定後にリセットするか、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を


呼ばない限り、有効とはなりません。 
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CLBGetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを取得します。 


 


書式 bool CLBGetUserDefineKey( int KeyId, uint[] UserDefineKeyBuf ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： uint[] UserDefineKeyBuf 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーまたはユーザ定義キーは未定義 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBDeleteUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを削除します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを削除します。 


 削除した場合は既定のキーが使用されます。 


 


書式 bool CLBDeleteUserDefineKey( int KeyId ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetDefaultKey 
 


機能 既定キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する既定のキーを取得します。 


 


書式 bool CLBGetDefaultKey( int KeyId, uint[] DefaultKeyBuf ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： uint[] DefaultKeyBuf 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を設定し、キーボードドライバに状態を通知します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 bool CLBSetUserDefineKeyState( bool State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool State 


  true 有効にする 


  false 無効にする 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 bool CLBGetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 有効 


 false 無効 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を設定します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 bool CLBSetResetUserDefineKeyState( bool State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool State 


  true 有効にする 


  false 無効にする 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 bool CLBGetResetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 有効 


 false 無効 


 


クラス ClbSysCs 
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5-2．プリンタライブラリ 


 
5-2-1 プログラム構成 
■PRNLIBCs.dll C# .NETクラスライブラリ 


■prnlib.dll ダイナミックリンクライブラリ 


 


5-2-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスア


プリケーションにてプロジェクトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using PRNLIBCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 


関数は CalibCs.PRNLIBCs.Api.関数名 として記述して下さい。 


定数は CalibCs.PRNLIBCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 
［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください
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5-2-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 概要 備考 
PRNOpen プリンタを使用するための初期化を行い、プリンタの電源


を入れます。 
 


PRNClose プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。  
PRNInitializePrinter プリンタの設定を初期化します。  


PRNPrintScreen フルスクリーン画面を印刷します。  


PRNPrintWindow クライアントウィンドウを印刷します。  


PRNTextOut テキストデータを印刷します。 
(ESCコマンドの送信する事も可能です) 


 


PRNImageOut ビットイメージを印刷します。  


PRNBarcodeOut 指定されたバーコードを印刷します。  


PRNBMPOut 指定された Bitmapを印刷します。ただし、白黒 2色の
Bitmapのみ印刷可能です。 


 


PRNCheckMarker マーカ位置まで紙送りします。  


PRNGetStatus 現在のプリンタの状態を取得します。  


PRNGetLastError 最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。  


PRNSetPaperWidth 使用する用紙の用紙幅を指定します。  


PRNGetPaperWidth 用紙幅の設定状態を取得します。  


PRNSetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


PRNGetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


 
 
 
5-2-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 







PRNOpen 
 
機能 プリンタの電源を投入し、プリンタを使用可能にします。 


 
書式 uint  PRNOpen( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 
PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_DRIVER_NOTEXIST プリンタドライバが非常駐状態であり、プリンタが使用できません。 
PRN_FEEDKEY_ERROR フィードキーでフィード中のため、プリンタが使用できません。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 
※ プリンタライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してプリンタの電源投入を行って


ください。 
※ フィードキーによるフィード中は、アプリケーションからのプリンタ制御はできません。また、アプリ


ケーションがプリンタ制御している間は、フィードキーによるフィードはできません。 
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PRNClose 
 
機能 プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。 


 
書式 uint  PRNClose( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 
※ 印刷中に本関数が使用されると、既に送信されている印刷データの印刷終了後に終了します。 
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PRNInitializePrinter 
 
機能 プリンタの設定を初期化します。 


 
書式 uint  PRNInitializePrinter( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNPrintScreen 
 
機能 フルスクリーン画面を印刷します。 


 
書式 uint  PRNPrintScreen( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNPrintWindow 
 
機能 指定されたウィンドウを印刷します。 


 
書式 uint  PRNPrintWindow(IntPtr  hWindow) 


 
パラメータ 
ｈWindow 印刷するウィンドウのハンドルを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNTextOut 
 
機能 テキストデータを印刷します。また、ESCコマンドを送信する場合も本関数を使用します。 


 
書式 uint  PRNTextOut(uint  dwLength, string  szTextData) 


 
パラメータ 


dwLength テキストデータのデータ長を指定します。(0～65535) 
0を指定すると、szTextDataの先頭から 0x0000までを印刷(送信)します。 


szTextData テキストデータ(ESCコマンドも含む)が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 


※ PRNTextOutで入力する文字コードに関しては、「プログラミング上の注意点」を参照して下さい。 
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PRNImageOut 
 
機能 ビットイメージデータを印刷します。 


 
書式 uint  PRNImageOut(uint  dwWidth, uint  dwHeight, uint  dwFeedLength,  


byte[] pbyImageData) 


 
パラメータ 


dwWidth ビットイメージデータの横方向バイト数を指定します。 
(58mm用紙：1～48 80mm用紙：1～72) 


dwHeight ビットイメージデータの縦方向ドットライン数を指定します。(1～65535) 
dwFeedLength ラインフィードする長さを指定します。(0～96) 
pbyImageData イメージデータが格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 


 


 


 イメージデータ例 
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PRNBarcodeOut 
 
機能 指定されたバーコードを印刷します。 


 
書式 uint  PRNBarcodeOut(uint dwCode, uint dwHeight, uint dwCheckDigit, 


uint dwFont, uint dwLeftMargin, uint dwDirection,  
uint dwLength, string szBarcodeData ) 


 
パラメータ 


dwCode 印刷するバーコードの種類を指定します。 
0：JAN 
1：NW7 
2：CODE39 
3：ITF 
4：UPC-E 
5：CODE128 


dwHeight 印刷するバーコードの高さを指定します。(1～63mm) 
dwCheckDigit チェックデジットの有無を指定します。 


0：チェックデジット無し 
1：チェックデジット有り 


dwFont バーコードの下に印刷するデータの有無や文字の種類を指定します。 
0：付加文字無し 
1：標準文字（ANK 8 X 16ドット） 
2：縮小文字（ANK 6 X ７ドット） 
3：OCR-BⅠ 


dwLeftMargin バーコードの左側に空けるスペースをミリ単位で指定します。 
(0～69mm。センタリングする場合は 0xFFFFFFFFを指定) 


dwDirection バーコードを印刷する方向を指定します。 
0：縦方向 
1：横方向 


dwLength バーコードのデータ長を指定します。 
szBarcodeData バーコードデータ(Unicode)が格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNBMPOut 
 
機能 指定された Bitmapを印刷します。 


 
書式 uint  PRNBMPOut( string  szFilename) 


 
パラメータ 


szFilename 印刷するビットマップファイルのフルパス名が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルが開けません。 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 


※ 白黒 2色の Bitmapのみ印刷可能です。 
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PRNCheckMarker 
 
機能 マーカ位置まで紙送りします。 


 
書式 uint  PRNCheckMarker( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNGetStatus 
 
機能  現在のプリンタのエラー状態を取得します。 


また、本関数を実行すると PRNGetLastErrorで取得するエラーへ反映されます。 
 
書式 uint  PRNGetStatus( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNGetLastError 
 
機能  最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。 


 
 
書式 uint  PRNGetLastError( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_NOTCHANGE 用紙幅を変更できません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルを開けません 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNSetPaperWidth 
 
機能  使用する用紙の用紙幅を指定します。 
 
書式 uint  PRNSetPaperWidth(uint dwWidth) 


 
パラメータ 


DwWidth 印刷に使用する用紙の幅を指定します。 
0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_NOTCHANGE 80mm幅へ変更できません。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 


※ 58mm 用紙で印刷後、80mm 用紙に変更して印刷すると印刷がかすれる可能性があります。このため、


用紙幅 58mmを設定し印刷した後は、80ｍｍへ変更することはできません。 


※ 用紙幅を変更した場合、本関数の呼び出し前に送信され、まだ印字されていないデータは消去されます。


また、左右マージンの設定は 0 にリセットされます。本関数を実行する前には、未印字吐出しコマンド


を実行して印刷データを全て印刷して下さい。 
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PRNGetPaperWidth 
 
機能  現在設定されている用紙幅を取得します。 
 
書式 uint  PRNGetPaperWidth( ref uint  dwWidth) 


 
パラメータ 


現在の用紙幅設定を格納するエリアへのポインタ dwWidth 


取得結果 0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNSetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定を変更します。 
 
書式    uint  PRNSetPrinterProperty(uint  dwPaperType, uint  dwDepth, uint  dwSpeed, 


uint  dwAutoloading, uint  dwAutolodingLength, 
uint  dwPreheat, uint  dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


用紙の種類を設定します dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


印字濃度を設定します dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
印字速度を設定します dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


オートローディングの有効無効を設定します dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を設定します。 dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
プリヒートの有効無効を設定します dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
エラー時継続印字の有効無効を設定します dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNGetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定状態を取得します。 
 
書式 uint PRNSetPrinterProperty(ref uint dwPaperType, ref uint dwDepth, ref uint dwSpeed, 


ref uint dwAutoloading, ref uint dwAutolodingLength, 
ref uint dwPreheat, ref uint dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


現在の用紙種類設定を格納するエリアへのポインタ dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


現在の印字濃度設定を格納するエリアへのポインタ dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
現在の印字速度設定を格納するエリアへのポインタ dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


現在のオートローディング設定を格納するエリアへのポインタ dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を格納するエリアへのポインタ dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
現在のプリヒート設定を格納するエリアへのポインタ dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
現在のエラー時継続印字設定を格納するエリアへのポインタ dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
クラス PRNLIBCs 
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5-3-1 


5-3 BCD演算ライブラリ 
 


5-3-1 プログラム構成 
■LDTBCDCs.dll  C# .NET用 BCD演算クラスライブラリ 


■directbcd.dll  端末のみに必要な BCD演算ライブラリ用ヘルパーライブラリ 


■LDTBCD.dll   BCD演算ライブラリ本体 


 


5-3-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LDTBCDCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using LDTBCDCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「LDTBCDCs」です。 


関数は CalibCs.LDTBCDCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は CalibCs.LDTBCDCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください 
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5-3-2 


5-3-3 関数一覧 
NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


  ※ 網掛けされた関数は、VBから処理できないため現状使用できません。 


 


5-3-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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bcd_mov 
 


機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 


 


書式 IntPtr bcd_mov( ref BCD_DATA  src , ref BCD_DATA  dst ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA src  数値 


ref BCD_DATA dst  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA dstのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_atobcd 
 


機能 stringで与えられた文字列を数値に変換して resultに返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が


許されます。 


 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記すること


になります。 


 


書式 void bcd_atobcd( string  str , ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


string  str  文字列 


ref BCD_DATA result  変換数値 


 


戻り値 無し 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_bcdtoa 
 


機能 valueで与えられた数値を文字列に変換して restringに返します。 


文字列は、10進の数字で少数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入ります。 


restringに格納する文字列は strsize-1文字までであり、変換された文字列が strsize以上ある場合は超える部


分が整数部ならエラーとし、少数部ならば strsize-1までを格納し正常終了します。 


 少数部末尾の 0は文字に変換されません。 


 


書式 void bcd_bcdtoa( ref BCD_DATA  valueX , string  restring , ref int  strsize ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


int restring   変換文字列 


int strsize   restringサイズ 


 


戻り値 無し 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_abs 
 


機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 


 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_abs( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  absolute ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA absolute  絶対値 


 


戻り値 


BCD_DATA absoluteのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_modfint 
 


機能 数値 valueの整数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 int bcd_modfint( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_modflow 
 


機能 数値 valueの小数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr bcd_modflow( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_sign 
 


機能 数値 valueの符号を返します。 


 


書式 int bcd_sign( ref BCD_DATA  valueX ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


 


戻り値 符号を返します。 


 -1 valueX < 0 


  0 valueX = 0 


  1 valueX > 0 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_round 
 


機能 数値 valueを指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*valueに返します。 


 桁が正の値または 0ならば整数部の桁を、負の値ならば少数部の桁を表します。 


 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 


 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0なら切り上げは行われません。 


 


書式 IntPtr    bcd_round( ref BCD_DATA  valueX, int  keta , int  mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


int keta  桁（10keta） 


int mode  処理モード 


   R_UP  切り上げ 


   R_DOWN 切り下げ 


   R_4DOWN5UP 四捨五入 


 


戻り値 


BCD_DATA valueXのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_add/bcd_add2 
 


機能 valueX と valueYの加算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_addは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_add2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_add( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_add2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 


機能 valueXから valueYを減算して、結果を resultに返します。 


 bcd_subは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_sub2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_sub( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_sub2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 


機能 valueXに valueYを乗算して、結果を resultに返します。 


 bcd_mulは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_mul2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_mul( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_mul2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_div/bcd_div2 
 


機能 valueX と valueYの除算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_divは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_div2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_div( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_div2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  *result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_pow 
 


機能 べき乗（*ｖａｌｕｅＸ）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果をresultに返します。 


 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 


 演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_pow( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_log10 
 


機能 vjo常用対数演算ｌｏｇ10（ｖａｌｕeX）を行い、結果をresultに返します。 


 数値ｖａｌｕｅの範囲は valueX > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_log10( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  result) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_accuracy 
 


機能 演算精度の設定を行います。 


 


書式 void bcd_accuracy( int mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int mode  精度 


   BCD_SINGLE ：単精度 


   BCD_DOUBLE ：倍精度 


 


戻り値 無し。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_matherr 
 


機能 ＢＣＤ演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自


のエラー処理を行う場合は、bcd_matherrを定義してリンクを行います。 


 


書式 int bcd_matherr( ref bcd_exception  except ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bcd_exception except  数値演算エラー情報 


 


戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 


 ｂcd_matherrでエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherrでエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして


終了します。 


 


クラス LDTBCDCs 


 


備考 


 引数の構造体 
 struct bcd_exception 
 { 
  int  type;  /* エラーの種類    */ 
  string  name  /* エラー発生関数名 */ 
  BCD_DATA  *arg1  /* 関数の第 1引数  */ 
  BCD_DATA  *arg2  /* 関数の第 2引数  */ 
 } 
 


 エラーの種類 


  BCD_NOERROR  0x00 正常 


  BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 


  BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 


  BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 


  BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 


  BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 


  BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 
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5-4-1 


5-4．Bluetooth ライブラリ 
 


5-4-1 プログラム構成 
■BTLibCs.dll  C# .NET用 Bluetooth クラスライブラリ 


■BTLib.dll   Bluetoot ライブラリ本体 


 


5-4-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「BTLibCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using BTLibCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「BTLibCs」です。 


関数は CalibCs.BTLibCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は CalibCs.BTLibCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


5-4-2 


5-4-3.関数一覧 
 Bluetooth接続を行うためのライブラリ関数と、仮想 COMポートで使用可能なシリアル関数(Windows API)


の一覧を以下に示します。 
NO. Function Description 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_Inquiry Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行します。 
06 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


07 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


08 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


09 BTLib_SetPassKey 本体のPassKeyを設定します。 


10 BTLib_TrustDevice 指定したBluetooth機器に対してデバイスの信頼を行います。 


11 BTLib_GetWakeOnStatus 本体のBluetooth WakeOn設定を取得します。 


12 BTLib_SetWakeOnStatus 本体のBluetooth WakeOn機能を設定します。 


Registry Access Functions 
13 BTLib_RegisterLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_RegisterDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


15 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


16 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


17 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 


18 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 


Serial Communication Functions (Windows API) 
19 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


20 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


21 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


22 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


23 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


24 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


25 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


26 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


27 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


28 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


29 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


30 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


31 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


32 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


33 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


34 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


 


5-4-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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BTLib_Initialize 
 


機能 PX-780 本体の Bluetooth デバイスの使用を開始します。Bluetooth 仮想 COM ポートも初期化さ


れます。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Int32 BTLib_Initialize ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 


  


クラス BTLibCs 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 PX-780本体のBluetoothデバイスの使用を終了します。Bluetooth仮想COMポートも使用できな


くなります。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_DeInitialize ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


  


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-9700 本体の Bluetooth デバイスが使用できなくなる可能性があり


ます。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を取得します。本関数では、BTST_LOCALINFO 構造


体の全てのメンバが取得されます。 


Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて取得可能なパラメータについて


は、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Int32 BTLib_GetLocalInfo ( BTST_LOCALINFO LocalInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo  DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


  


クラス BTLibCs 
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BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します。本関数を実行する前に、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数では、BTST_LOCALINFO 構造体のメンバのうち、Bluetooth アドレスを除く全てのデバイ


ス情報が設定されます。Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて設定可


能なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Int32 BTLib_SetLocalInfo ( BTST_LOCALINFO LocalInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo  設定する DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


  


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、Bluetooth 認証フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。Bluetooth 認証フ


ラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行します。 


 


書式 Int32 BTLib_Inquiry (ref uint DeviceNumber,  uint InquiryTime) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceNumber [out] Inquiryで発見された Bluetooth機器の数を格納する変数 


 InquiryTime [in] Inquiryを実行する時間（単位はミリ秒） 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行した後、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を


取得してください。 
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BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 BTLib_Inquiry 関数で発見された Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry


関数を実行後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


 本関数で取得できるデバイス情報は、以下の通りです。Bluetooth デバイスクラスにおいて取得可能


なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスクラス 


 


書式 Int32 BTLib_GetDeviceInfo (BTST_DEVICEINFO[] DeviceInfo, uint DeviceNumber) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報を格納する構造体変数 


 DeviceNumber [in] BTLib_Inquiry関数で取得した Bluetooth機器の数 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。取得可能なサービスクラスパラメータについ


ては、4-7-2を参照してください。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 Int32 BTLib_GetServiceInfo ( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 Int32 BTLib_SelectDevice (BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 PortName [in] 接続する通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-9700本体の PassKey を設定します。PassKeyは、DT-9700本体で他の Bluetooth機器との


ボンドを実行する場合、および他のBluetooth機器からPassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 Int32 BTLib_SetPassKey ( string PassKey) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 BTLib_TrustDevice関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-9700 へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行し


て PassKeyを設定してください。 
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BTLib_TrustDevice 
 


機能 DT-9700本体から、指定した Bluetooth機器との信頼を行います。 


 


書式 Int32 BTLib_TrustDevice (BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デバイスの信頼を実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトのBluetooth機器とのデバイスの 


信頼を実行する 


 PortName [in] デフォルトで通信する設定をした通信ポート 


DeviceInfo で NULL を指定した場合のみ、以下の中から一つを指


定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 
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BTLib_GetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn設定を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetWakeOnStatus ( ref uint WakeOnStatus ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [out] DT-9700本体の Bluetooth Wake On設定を取得する変数 


    以下の値のいずれかが取得される 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeON設定が有効 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeON設定が無効 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 
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BTLib_SetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn機能を設定します。 


 


書式 Int32 BTLib_SetWakeOnStatus ( uint WakeOnStatus) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [in] DT-9700本体の Bluetooth WakeOnを設定する変数 


    以下の値のいずれかを設定する 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeOn設定を有効にする 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeOn設定を無効にする 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth WakeOn設定は、DT-9700をサスペンドする前に実行してください 
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BTLib_RegisterLocalInfo 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 Int32 BTLib_RegisterLocalInfo ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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BTLib_RegisterDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 Int32 BTLib_RegisterDeviceInfo ( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 
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BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 Int32 BTLib_SearchDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO[] DeviceInfo,  


ref uint *DeviceNumber,  


  string SearchKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 Int32 BTLib_DeleteDeviceInfo ( BT_DEVICEINFO DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetDefaultDeviceInfo( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, 


 string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 Int32 BTLib_SetDefaultDevice ( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo,  


                                     string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


    NULLを指定した場合、デフォルトで通信するデバイスを設定しない 


PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを選択する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 
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5-5-1 


5-5．SOBRライブラリ 
 
5-5-1 プログラム構成 
■SobrlibCs.dll C# .NETクラスライブラリ 
■sobrlib.dll ダイナミックリンクライブラリ 
 


5-5-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイ
スアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using SobrlibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 
関数は CalibCs.SobrlibCs.Api.関数名 として記述して下さい。 
定数は CalibCs.SobrlibCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 
［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1-2）を参照してください 
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5-5-2 


5-5-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
SOBROpen COMポートの初期化及び電源 ON 


SOBRClose COMポートの解放及び電源 OFF 


SOBR9650Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9650専用) 


SOBR9656Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9656専用) 


SOBRReceive 受信データの読み出し 


SOBRStatus 受信状態の確認 


SOBRClear 受信バッファ、及び受信状態をクリア 


SOBRSetEventNotification データ取得通知方法をイベント/メッセージから選択 


SOBRGetEventNotification 選択されているデータ通知取得方法を確認 


 
 
5-5-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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SOBROpen 
 
機能 シリアルバーコードリーダを Open状態にして、SOBR機能を使用可能にします。 
 
書式 bool SOBROpen( IntPtr hWnd ) 
 
パラメータ 


hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 


戻り値 
true 正常終了 
false エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 
※ シリアルバーコードリーダを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関


数を実行するとシリアルバーコードリーダの初期化／電源投入が行われます。 
オープンがエラー終了した場合は、SOBRClose()を実行してから再度オープンし直す必要がありま
す。 
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SOBRClose 
 
機能 シリアルバーコードで使用した COMポートを開放する。 


シリアルバーコードの電源を停止する。 
 
書式 bool SOBRClose( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値  


true 正常終了 
false エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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SOBRReceive 
 
機能 シリアルバーコードリーダが読み取ったバーコードデータを取得します。 
 
書式 byte SOBRReceive ( byte[] buf ); 
 
パラメータ 


buf バーコードデータ取得用バッファへのポインタ 
 
戻り値 


RECV_NODATA データなし 
RECV_NORMAL 取得データあり 
RECV_ERROR データ取得エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


本機は内部のバッファにバーコードデータを最大 4 つまで保存することができます。
SOBRReceive()を使用すると本機内に保存されているデータのうち最も古いデータを取得し
ます（取得したデータは本機内から削除されます）。 
本機がバーコードデータを 4つ確保している状態でシリアルバーコードリーダの操作を行った 
場合、本機はデータを取得しません。 
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SOBR9650Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 bool SOBR9650Send( byte[] cmd ) 
 
パラメータ 


cmd 送信コマンドを格納したポインタ。 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー（NAK受信、その他エラー） 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対して、設定変更等をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9650専用です） 
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SOBR9656Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9656BCR）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 bool SOBR9656Send( byte[] cmd )  
 
パラメータ 


cmd 送信コマンドを格納した文字列へのポインタ。 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9656SOBR）に対して、設定変更をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9656専用です） 
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SOBRStatus 


 
機能 シリアルバーコードリーダのステータス（送受信状態）の確認 
 
書式 uint SOBRStatus( ref byte DataNum ) 
 
パラメータ 


DataNum バーコードリーダ内に記憶しているデータ数を取得する変数ポインタ 
 
戻り値 


SOBR_OK 通常状態 
SOBR_RECV_OVERRUN 受信バッファオーバーラン 
SOBR_BUFF_OVERRUN バッファオーバーラン 
SOBR_PARITY_ERR パリティエラー 
SOBR_FRAME_ERR フレームエラー 
SOBR_BREAK ブレーク状態 
SOBR_SEND_FULL 送信バッファフル 
SOBR_IO_ERROR 一般 I／Oエラー 
SOBR_MDOE_ERROR モード末サポート／不正通信ハンドル 
SOBR_DATA_READING データ取得中 
SOBR_SEND_ERR コマンド送信エラー 
SOBR_ERROR その他の異常 
SOBR_BUFF_FULL バッファフル 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


・バーコードリーダを操作すると、データはバッファ内に保存されます。本関数をポーリングで実


行して、バッファ内にデータが取得されたことを確認してください。 


・本関数を使用して、バッファ内にデータがあることを確認できた場合は、SOBRReadを使用して


データを取得してください（データは最大 4つ保持します）。 


・SOBRReceive、SOBR9650Send、SOBR9656Sendを使用した際は、本関数を実行してステータ


スを取得してください。バッファフルエラー（SOBR_BUFF_FULL）以外のエラーが発生した


場合は SOBRClose を実行しプログラムを一旦終了させ、通信ケーブルの状態等を確認した後に


再度 SOBROpenからプログラムを再開することを推奨します。 


・ステータスは、別の関数を使用して上書きされるまで PX780内に保存されます。 


ステータスを確認した後は SOBRClearを実行して、保存されているステータスをクリアする 


ことを推奨します。 
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SOBRClear 
 
機能 受信用バッファ、及びステータスのクリア 
 
書式 bool SOBRClear( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


true 正常終了 
false エラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 


本関数を実行するとライブラリが使用している受信用バッファとステータスをクリア 


します(クリア後のステータスは SOBR_OKになります)。 
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SOBRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 bool SOBRSetEventNotification(bool bEnable) 
 
パラメータ 


true ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
false ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


true 正常終了 
false パラメータエラー 


 
クラス SobrlibCs 
 
注意 
※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「SOBREventReading」でバーコードデー
タ取得を通知します(イベントの名称はレジストリで定義しています)。 


 
※  通知方法をメッセージに設定した場合、バーコードデータ取得時にメッセージ


(WM_SOBR_RECEIVING)を発行します(WM_SOBR_RECEIVINGは SOBRLIB.h内で定義され
ているので、このヘッダファイルを includeしてください)。 
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SOBRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 bool SOBRGetEventNotification( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


true データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
False データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 


 
クラス SobrlibCs 
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6-2．プリンタライブラリ 
 
6-2-1 プログラム構成 
■PRNLIBVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用プリンタクラスライブラリ 


■prnlib.dll   プリンタライブラリ本体 


 


6-2-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバ


イスアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「PRNLIBVB.dll」を追加してください。 
・以下のクラス構成になります。 


 PRNLIBVB     メインクラス 


 PRNLIBVB.Def   プリンタライブラリ用定数定義サブクラス 


 PRNLIBVB.Api   プリンタライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 
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6-2-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 概要 備考 
PRNOpen プリンタを使用するための初期化を行い、プリンタの電源


を入れます。 
 


PRNClose プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。  
PRNInitializePrinter プリンタの設定を初期化します。  


PRNPrintScreen フルスクリーン画面を印刷します。  


PRNPrintWindow クライアントウィンドウを印刷します。  


PRNTextOut テキストデータを印刷します。 
(ESCコマンドの送信する事も可能です) 


 


PRNImageOut ビットイメージを印刷します。  


PRNBarcodeOut 指定されたバーコードを印刷します。  


PRNBMPOut 指定された Bitmapを印刷します。ただし、白黒 2色の
Bitmapのみ印刷可能です。 


 


PRNCheckMarker マーカ位置まで紙送りします。  


PRNGetStatus 現在のプリンタの状態を取得します。  


PRNGetLastError 最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。  


PRNSetPaperWidth 使用する用紙の用紙幅を指定します。  


PRNGetPaperWidth 用紙幅の設定状態を取得します。  


PRNSetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


PRNGetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


 
 
 
6-2-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 







PRNOpen 
 
機能 プリンタの電源を投入し、プリンタを使用可能にします。 


 
書式 Function  PRNOpen( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 
PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_DRIVER_NOTEXIST プリンタドライバが非常駐状態であり、プリンタが使用できません。 
PRN_FEEDKEY_ERROR フィードキーでフィード中のため、プリンタが使用できません。 


 
注意 
※ プリンタライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してプリンタの電源投入を行って


ください。 
※ フィードキーによるフィード中は、アプリケーションからのプリンタ制御はできません。また、アプリ


ケーションがプリンタ制御している間は、フィードキーによるフィードはできません。 
 


 


6-2-3 







PRNClose 
 
機能 プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。 


 
書式 Function  PRNClose( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
注意 
※ 印刷中に本関数が使用されると、既に送信されている印刷データの印刷終了後に終了します。 
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PRNInitializePrinter 
 
機能 プリンタの設定を初期化します。 


 
書式 Function  PRNInitializePrinter( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNPrintScreen 
 
機能 フルスクリーン画面を印刷します。 


 
書式 Function  PRNPrintScreen( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNPrintWindow 
 
機能 指定されたウィンドウを印刷します。 


 
書式 Function  PRNPrintWindow( ByVal hWindow As IntPtr ) As Int32 


 
パラメータ 
ｈWindow 印刷するウィンドウのハンドルを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNTextOut 
 
機能 テキストデータを印刷します。また、ESCコマンドを送信する場合も本関数を使用します。 


 
書式 Function  PRNTextOut( ByVal dwLength As Int32 , ByVal szTextData As String ) As Int32 


 
パラメータ 


dwLength テキストデータのデータ長を指定します。(0～65535) 
0を指定すると、szTextDataの先頭から 0x0000までを印刷(送信)します。 


szTextData テキストデータ(ESCコマンドも含む)が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
注意 


※ PRNTextOutで入力する文字コードに関しては、「プログラミング上の注意点」を参照して下さい。 


 


 


6-2-8 







PRNImageOut 
 
機能 ビットイメージデータを印刷します。 


 
書式 Function  PRNImageOut( ByVal dwWidth As Int32 , ByVal dwHeight As Int32, _ 


ByVal dwFeedLength As Int32 , ByVal pbyImageData() As Byte) As Int32 


 
パラメータ 


dwWidth ビットイメージデータの横方向バイト数を指定します。 
(58mm用紙：1～48 80mm用紙：1～72) 


dwHeight ビットイメージデータの縦方向ドットライン数を指定します。(1～65535) 
dwFeedLength ラインフィードする長さを指定します。(0～96) 
pbyImageData イメージデータが格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 


 イメージデータ例 
 


bb7 


nバイト 


 


 


 


 


 


 


0 b
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PRNBarcodeOut 
 
機能 指定されたバーコードを印刷します。 


 
書式 Function  PRNBarcodeOut(ByVal dwCode As Int32 , ByVal dwHeight As Int32 , _ 


ByVal dwCheckDigit As Int32 , ByVal dwFont As Int32 , _ 
ByVal dwLeftMargin As Int32 , ByVal dwDirection As Int32, _  
ByVal dwLength As Int32 , ByVal szBarcodeData As String ) As Int32 


 
パラメータ 


dwCode 印刷するバーコードの種類を指定します。 
0：JAN 
1：NW7 
2：CODE39 
3：ITF 
4：UPC-E 
5：CODE128 


dwHeight 印刷するバーコードの高さを指定します。(1～63mm) 
dwCheckDigit チェックデジットの有無を指定します。 


0：チェックデジット無し 
1：チェックデジット有り 


dwFont バーコードの下に印刷するデータの有無や文字の種類を指定します。 
0：付加文字無し 
1：標準文字（ANK 8 X 16ドット） 
2：縮小文字（ANK 6 X ７ドット） 
3：OCR-BⅠ 


dwLeftMargin バーコードの左側に空けるスペースをミリ単位で指定します。 
(0～69mm。センタリングする場合は 0xFFFFFFFFを指定) 


dwDirection バーコードを印刷する方向を指定します。 
0：縦方向 
1：横方向 


dwLength バーコードのデータ長を指定します。 
szBarcodeData バーコードデータ(Unicode)が格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNBMPOut 
 
機能 指定された Bitmapを印刷します。 


 
書式 Function  PRNBMPOut( ByVal szFilename As String ) As Int32 


 
パラメータ 


szFilename 印刷するビットマップファイルのフルパス名が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルが開けません。 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
注意 


※ 白黒 2色の Bitmapのみ印刷可能です。 
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PRNCheckMarker 
 
機能 マーカ位置まで紙送りします。 


 
書式 Function  PRNCheckMarker( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNGetStatus 
 
機能  現在のプリンタのエラー状態を取得します。 


また、本関数を実行すると PRNGetLastErrorで取得するエラーへ反映されます。 
 
書式 Function  PRNGetStatus( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 


 


6-2-13 







PRNGetLastError 
 
機能  最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。 


 
 
書式 Function  PRNGetLastError( ) As Int32 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_NOTCHANGE 用紙幅を変更できません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルを開けません 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNSetPaperWidth 
 
機能  使用する用紙の用紙幅を指定します。 
 
書式 Function  PRNSetPaperWidth( ByVal dwWidth As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


dwWidth 印刷に使用する用紙の幅を指定します。 
0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_NOTCHANGE 80mm幅へ変更できません。 


 
注意 


※ 58mm 用紙で印刷後、80mm 用紙に変更して印刷すると印刷がかすれる可能性があります。このため、


用紙幅 58mmを設定し印刷した後は、80ｍｍへ変更することはできません。 


※ 用紙幅を変更した場合、本関数の呼び出し前に送信され、まだ印字されていないデータは消去されます。


また、左右マージンの設定は 0 にリセットされます。本関数を実行する前には、未印字吐出しコマンド


を実行して印刷データを全て印刷して下さい。 
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PRNGetPaperWidth 
 
機能  現在設定されている用紙幅を取得します。 
 
書式 Function  PRNGetPaperWidth( ByRef dwWidth As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


現在の用紙幅設定を格納するエリアへのポインタ dwWidth 


取得結果 0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNSetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定を変更します。 
 
書式    Function  PRNSetPrinterProperty( 


 ByVal dwPaperType As Int32 ,ByVal dwDepth As Int32 , _ 
ByVal dwSpeed As Int32 , ByVal dwAutoloading As Int32 , _ 
ByVal dwAutolodingLength As Int32, ByVal dwPreheat As Int32 , _ 
ByVal dwPrintContinuation As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


用紙の種類を設定します dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


印字濃度を設定します dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
印字速度を設定します dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


オートローディングの有効無効を設定します dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を設定します。 dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
プリヒートの有効無効を設定します dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
エラー時継続印字の有効無効を設定します dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
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PRNGetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定状態を取得します。 
 
書式 Function  PRNSetPrinterProperty( 


ByRef dwPaperType As Int32 , ByRef dwDepth As Int32 , _ 
ByRef dwSpeed As Int32 , ByRef dwAutoloading As Int32 , _ 
ByRef dwAutolodingLength As Int32 , ByRef dwPreheat As Int32 , _ 
ByRef dwPrintContinuation As Int32 ) As Int32 


 
パラメータ 


現在の用紙種類設定を格納するエリアへのポインタ dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


現在の印字濃度設定を格納するエリアへのポインタ dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
現在の印字速度設定を格納するエリアへのポインタ dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


現在のオートローディング設定を格納するエリアへのポインタ dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を格納するエリアへのポインタ dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
現在のプリヒート設定を格納するエリアへのポインタ dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
現在のエラー時継続印字設定を格納するエリアへのポインタ dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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§5．C#.NET用クラスライブラリ 関数リファレンス 
 
5-1．システムライブラリ 
 


5-1-1 プログラム構成 
■ClbSysCs.dll C# .NET クラスライブラリ 


■ClbSys.dll  ダイナミックリンクライブラリ 


 


5-1-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using ClbSysCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 


関数は CalibCs.ClbSysCs.Api.関数名 として記述して下さい。 


定数は CalibCs.ClbSysCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 


［使用例］ 
using Systems; 
using ClbSysCs; 
 
public class CeApiSample 
{ 
 public void ApiCe1( ) 
 { 
  uint a1 = new uint(); 


 
  // Wakeup 要因による電源許可禁止の取得 
  // BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD * ) 
  bool x2 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBGetBootableButtons( ref a1 ); 
 
  // 左トリガーキーによる電源 ON は有効に 
  uint a2 = (a1 | (uint) CalibCs.ClbSysCs.Def.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER); 
 
  // Wakeup 要因による電源 ON 許可禁止 
  // BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD ) 
  bool x1 = CalibCs.ClbSysCs.Api.CLBSetBootableButtons( a2 ); 


｝ 
｝ 
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5-1-1-2 


5-1-3.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons 機能ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons 機能ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
26 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
27 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
28 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
29 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
30 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
31 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
32 CLBUpdateLED LED点灯関数 
33 CLBSetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定切り替え 
34 CLBGetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定取得 
35 CLBSetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの設定 
36 CLBGetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの取得 
37 CLBDeleteUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの削除 
38 CLBGetDefaultKey 既定ｷｰの取得 
39 CLBSetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の設定、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞに設定通知 
40 CLBGetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の取得 
41 CLBSetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の設定 
42 CLBGetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の取得 


 


 


5-1-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 bool CLBSetBootableButtons( uint dwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetBootableButtons( ref uint pdwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetOffMaskTime( uint dwKey , uint dwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwKey 電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 uint dwCard 常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 bool CLBGetOffMaskTime( ref uint pdwKey , ref uint pdwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 ref uint pdwCard ”0” を返します 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 VOID CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCASTの 


PBT_APMSUSPEND を発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 bool CLBDisablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 bool CLBEnablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 bool CLBGetPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true  電源 OFF禁止 


 false 電源 OFF許可 デフォルト値 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 bool CLBAPODisable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 bool CLBAPOEnable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 bool CLBAPOGet() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true APO無効 


false APO有効 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 void CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


クラス ClbSysCs 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 bool CLBSetIndicator( uint dwLedMode, uint dwTime, 


uint dwOnTime, uint dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


 uint dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 uint dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 uint dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 
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CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 uint CLBGetIndicator() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。 


CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 


 


クラス ClbSysCs 
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 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 int CLBCheckCharger( uint time_out ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 


 


クラス ClbSysCsh> 
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CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 bool CLBCardDetectDisable( uint socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 bool CLBCardDetectEnable( uint socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


 


 


 


5-1-1-19 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 bool CLBCardDetectGet( uint socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 true カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 false カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetFnButtons( bool  bFnButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool bFnButtons 


  TRUE 機能キー有効 (デフォルト) 


  FALSE 機能キー無効 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetFnButtons 
 


機能 機能ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetFnButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 機能キー有効 


 false 機能キー無効 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetInputChangeButtons( uint dwInputChangeButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 
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  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 uint CLBGetInputChangeButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetKeyLock( bool bKeyLock ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool bKeyLock 


  true ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  false 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetKeyLock() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 false 非ロック状態 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetCPUMode( uint dwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetCPUMode(ref uint pdwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 bool CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( bool bRotate) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool bRotate 


  true 180度回転（反転） 


  false ０度回転（通常） 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 180度回転（反転） 


 false ０度回転（通常） 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている DeviceIDを読み出します。 


 


書式 bool CLBGetDeviceIDCode (ref char[] pdwDevID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref char[]  pdwDevID  =  new  char[32]; 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetUserIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている UserIDを読み出します。 


 


書式 bool CLBGetUserIDCode (ref uint  pdwUserID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ref uint pdwUserID 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 bool CLBPrepareLED( uint dwLedMode, uint dwTime, 


uint dwOnTime, uint dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwLedMode 


CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤の点灯準備をします。 


 Uint dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 uint dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 uint dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


注意事項 


LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 
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CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 uint CLBUpdateLED( uint dwLedMode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用方法 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


点灯させます。 


(CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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CLBSetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定を行います。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効を制御することができます。 


 


書式 bool CLBSetWakeOnModules ( uint dwWakeOnModules) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint dwWakeOnModules 


  CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能有効化 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効化 


   


上記パラメータの論理積を引数として設定すると、複数ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 機能を設定 


  することができます。引数にパラメータを設定しないで本ファンクションを使用すると、そのﾓｼﾞｭｰﾙの 


  WakeOn機能は無効化します。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定状態を取得します。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効設定状態を取得することができます。 


 


書式 bool CLBGetWakeOnModules( uint  pdwWakeOnModules ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ uint pdwWakeOnModules 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能が有効 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能が有効 


 


戻り値 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを設定します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを設定します。 


 


書式 bool CLBSetUserDefineKey( int KeyId, uint[] UserDefineKeyBuf ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  CLB_KEY_ID_000 000キー 


  CLB_KEY_ID_0  0キー 


  CLB_KEY_ID_1  1キー 


  CLB_KEY_ID_2  2キー 


  CLB_KEY_ID_3  3キー 


  CLB_KEY_ID_4  4キー 


  CLB_KEY_ID_5  5キー 


  CLB_KEY_ID_6  6キー 


  CLB_KEY_ID_7  7キー 


  CLB_KEY_ID_8  8キー 


  CLB_KEY_ID_9  9キー 


  CLB_KEY_ID_PERIOD ピリオド（・）キー 


  CLB_KEY_ID_HYPHEN ハイフン（－）キー 


  CLB_KEY_ID_C  取消キー 


  CLB_KEY_ID_BS  後退キー 


  CLB_KEY_ID_ENT 入力キー 


  CLB_KEY_ID_LEFT 左（＜）キー 


  CLB_KEY_ID_RIGHT 右（＞）キー 


  CLB_KEY_ID_LTR 左プログラムキー 


  CLB_KEY_ID_RTR 右プログラムキー 


 uint[] UserDefineKeyBuf 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては下記の備考を参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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備考 


［仮想キーコード＋オプションフラグ］ 


VF_PAGE と VF_NO_FIX_PAGEの組み合わせを除き、次の値の任意の組み合わせを指定します。 
VF_NO_KEY_UP 


未指定 指定 
定義名 
説明 


キーダウン時 キーアップ時 キーダウン時 キーアップ時 
指定なし 
仮想キーコードのみ指定。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない   


VF_PAGE 
めくりキー動作を指定します。 
最初のキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NO_FIX_PAGE 
めくりキーを確定しません。 
最初のキーに指定します。 
VF_PAGE と同時に指定した場合は


VF_NO_FIX_PAGEは無視されます。 
通常はプログラムキーのような文字を出


力しない特殊なキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_KANA 
VK_KANAを送ります。 
かな文字を出力する場合に指定します。 


VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


何もしない VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


VF_SHIFT 
VK_SHIFT と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（SHIFTキー同時押し） 


VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


何もしない VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


VF_CONTROL 
VK_CONTROL と仮想キーコードを組
み合わせます。 
（CTRLキー同時押し） 


VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


何もしない VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


VF_MENU 
VK_MENU と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（ALTキー同時押し） 


VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


何もしない VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


VF_NO_KEY_UP 
キーダウン時に仮想キーコードをアップ


しません。キーアップ時に仮想キーコー


ドをアップします。 
通常はキーをリピートする場合に指定し


ます。 


  仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NOP 
無効キーコード（0x00）を送ります。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せ仮想キーコードをリピートさせたくない


が、キーアップ時に仮想キーコードをア


ップしたい場合に指定します。 
プログラムキーのようなアプリケーション


で GetAsyncKeyState 関数を使用しキ
ーダウン、キーアップを監視する場合に


指定します。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


VF_NOP_CLICK 
キークリック音を鳴らす無効キーコード


（0x00）を送ります。 
通常は使用しません。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT 
最初のキークリック音、およびリピート時


のキークリック音を鳴らしません。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT 
リピート時のキークリック音を鳴らしませ


ん。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せます。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 
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既定キーの仮想キーコード＋オプションフラグは次の値が指定されています。 
KeyId UserDefineKeyBuf[16] 
CLB_KEY_ID_000 
（000キー） 


VK_0, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0 


CLB_KEY_ID_0 
（0キー） 


VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_1 
（1キー） 


VK_1 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_2 
（2キー） 


VK_2 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_3 
（3キー） 


VK_3 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_4 
（4キー） 


VK_4 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_5 
（5キー） 


VK_5 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_6 
（6キー） 


VK_6 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_7 
（7キー） 


VK_7 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_8 
（8キー） 


VK_8 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_9 
（9キー） 


VK_9 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_PERIOD 
（ピリオド（・）キー） 


VK_PERIOD, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_HYPHEN 
（ハイフン（－）キー） 


VK_HYPHEN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_C 
（取消キー） 


VK_ESCAPE, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_BS 
（後退キー） 


VK_BACK, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_ENT 
（入力キー） 


VK_RETURN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LEFT 
（左（＜）キー） 


VK_LEFT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RIGHT 
（右（＞）キー） 


VK_RIGHT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LTR 
（左プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F24 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RTR 
（右プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F21 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


 


［VF_PAGEについて］ 


VF_PAGE | VK_0, VK_1, VK_2, VK_3, VF_KANA | WCH_A, VF_KANA | WCH_I, VF_KANA | WCH_U, VF_KANA | WCH_E, VK_A, 


VK_B, VK_C, VK_D, VK_SHIFT | VK_A, VK_SHIFT | VK_B, VK_SHIFT | VK_C, VK_SHIFT | VK_D 


UserDefineKeyBuf[16]に VF_PAGE を指定し上のようにした場合、めくりキー動作となり、キーを押すごとに


「0→1→2→3→4→ｱ→ｲ→ｳ→ｴ→a→b→c→d→A→B→C→D→繰り返し」と順に出力します。 


最初のキー（VF_PAGE | VK_0 ）の VF_PAGE を削除し、２番目のキー（VK_1 ）以降すべてに


KEYBD_DEVICE_SILENT を組み合わせれば、キークリック音を一度鳴らし、「01234 ｱｲｳｴ abcdABCD」を


一度に出力します。 


 


注意事項 


一通り設定した後、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を呼ぶことでキーボードドライバに通知し、ユーザ


定義キーを有効にすることができます。 


ユーザ定義キーが有効状態であっても、設定後にリセットするか、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を


呼ばない限り、有効とはなりません。 
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CLBGetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを取得します。 


 


書式 bool CLBGetUserDefineKey( int KeyId, uint[] UserDefineKeyBuf ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： uint[] UserDefineKeyBuf 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラーまたはユーザ定義キーは未定義 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBDeleteUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを削除します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを削除します。 


 削除した場合は既定のキーが使用されます。 


 


書式 bool CLBDeleteUserDefineKey( int KeyId ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetDefaultKey 
 


機能 既定キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する既定のキーを取得します。 


 


書式 bool CLBGetDefaultKey( int KeyId, uint[] DefaultKeyBuf ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： uint[] DefaultKeyBuf 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を設定し、キーボードドライバに状態を通知します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 bool CLBSetUserDefineKeyState( bool State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool State 


  true 有効にする 


  false 無効にする 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 bool CLBGetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 有効 


 false 無効 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を設定します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 bool CLBSetResetUserDefineKeyState( bool State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ bool State 


  true 有効にする 


  false 無効にする 


 


戻り値 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 bool CLBGetResetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 true 有効 


 false 無効 


 


クラス ClbSysCs 
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6-3．BCD演算ライブラリ 
 


6-3-1 プログラム構成 
■LDTBCDVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 BCD演算クラスライブラリ 


■directbcd.dll  端末のみに必要な BCD演算ライブラリ用ヘルパーライブラリ  


■LDTBCD.dll   BCD演算ライブラリ本体 


 


6-3-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LDTBCDVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 LDTBCDVB.Wrap      メインクラス 


 LDTBCDVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義サブクラス 


 LDTBCDVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 
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6-3-3 関数一覧 
NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


※ 網掛けされた関数は、VBから処理できないため現状使用できません。  


 


 


6-3-4 関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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bcd_mov 
 


機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 


 


書式 Function  bcd_mov( ByVal src As BCD_DATA , ByVal dst As BCD_DATA ) As Int32 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ src 数値 


 dst 演算結果 


 


戻り値 dstを返します。 


 


 


6-3 
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bcd_atobcd 
 


機能 stringで与えられた文字列を数値に変換して resultに返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が


許されます。 


 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記すること


になります。 


 


書式 Sub bcd_atobcd( ByVal str() As Byte, ByVal result As BCD_DATA ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ str 文字列 


 result 変換数値 


 


戻り値 無し 
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bcd_bcdtoa 
 


機能 valueで与えられた数値を文字列に変換して restringに返します。 


文字列は、10 進の数字で小数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入りま


す。 


Restring に格納する文字列は strsize-1 文字までであり、変換された文字列が strsize 以上ある場


合は超える部分が整数部ならエラーとし、小数部ならば strsize-1までを格納し正常終了します。 


 小数部末尾の 0は文字に変換されません。 


 


書式 Sub bcd_bcdtoa( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal restring() As Char, 


ByRef strsize As Int32 ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 restring 変換文字列 


 strsize restringサイズ 


 


戻り値 無し 
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bcd_abs 
 


機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 


 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function bcd_abs( ByVal value As BCD_DATA,  


ByVal absolute As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 absolute 絶対値 


 


戻り値 absoluteを返します。 


 


6-6 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


bcd_modfint 
 


機能 数値 valueの整数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_modfint( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_modflow 
 


機能 数値 valueの小数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_modflow( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_sign 
 


機能 数値 valueの符号を返します。 


 


書式 Function  bcd_sign( ByVal value As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 


戻り値 符号を返します。 


 -1 *value < 0 


  0 *value = 0 


  1 *value > 0 
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bcd_round 
 


機能 数値 valueを指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*valueに返します。 


 桁が正の値または 0ならば整数部の桁を、負の値ならば小数部の桁を表します。 


 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 


 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0なら切り上げは行われません。 


 


書式 Function  bcd_round( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal keta As Int32, 


ByVal mode As Int32 ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 keta 桁（10keta） 


 mode 処理モード 


  R_UP  切り上げ 


  R_DOWN 切り下げ 


  R_4DOWN5UP 四捨五入 


 


戻り値 valueを返します。 
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bcd_add/bcd_add2 
 


機能 valueX と valueYの加算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_addは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_add2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_add( ByVal valueX As BCD_DATA,  


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_add2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 


機能 valueXから valueYを減算して、結果を resultに返します。 


 bcd_subは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_sub2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_sub( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA , 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_sub2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA 


ByVal result As BBCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 


機能 valueXに valueYを乗算して、結果を resultに返します。 


 bcd_mulは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_mul2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_mul( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_mul2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_div/bcd_div2 
 


機能 valueX と valueYの除算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_divは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_div2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_div( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


         Function  bcd_div2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_pow 
 


機能 べき乗（*ｖａｌｕｅＸ）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果をresultに返します。 


 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 


 演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_pow( ByVal valuX As BCD_DATA, 


ByVal valuY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_log10 
 


機能 vjo常用対数演算ｌｏｇ10（*ｖａｌｕe）を行い、結果をresultに返します。 


 数値ｖａｌｕｅの範囲は *value > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_log10( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_accuracy 
 


機能 演算精度の設定を行います。 


 


書式 Sub bcd_accuracy( ByVal mode As Int32 ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ mode 精度 BCD_SINGLE ：単精度 


   BCD_DOUBLE ：倍精度 


 


戻り値 無し。 
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bcd_matherr 
 


機能 ＢＣＤ演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自


のエラー処理を行う場合は、bcd_matherrを定義してリンクを行います。 


 


書式 Function  bcd_matherr( ByVal except As struct bcd_exception ) As Int32 


 


 引数の構造体 
 struct bcd_exception{ 
   int  type;  /* エラーの種類  */ 
   char  *name  /* エラー発生関数名 */ 
   BCD_DATA  *arg1,arg2 /* 関数の第 1引数/第 2引数 */ 
    }; 
 


   エラーの種類 


   BCD_NOERROR  0x00 正常 


   BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 


   BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 


   BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 


   BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 


   BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 


   BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ except 数値演算エラー情報 


 


戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 


 ｂcd_matherrでエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherrでエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして


終了します。 
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5-2．プリンタライブラリ 


 
5-2-1 プログラム構成 
■PRNLIBCs.dll C# .NETクラスライブラリ 


■prnlib.dll ダイナミックリンクライブラリ 


 


5-2-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスア


プリケーションにてプロジェクトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using PRNLIBCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 


関数は CalibCs.PRNLIBCs.Api.関数名 として記述して下さい。 


定数は CalibCs.PRNLIBCs.Def.定数 として記述して下さい。 


 
［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください
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5-2-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 概要 備考 
PRNOpen プリンタを使用するための初期化を行い、プリンタの電源


を入れます。 
 


PRNClose プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。  
PRNInitializePrinter プリンタの設定を初期化します。  


PRNPrintScreen フルスクリーン画面を印刷します。  


PRNPrintWindow クライアントウィンドウを印刷します。  


PRNTextOut テキストデータを印刷します。 
(ESCコマンドの送信する事も可能です) 


 


PRNImageOut ビットイメージを印刷します。  


PRNBarcodeOut 指定されたバーコードを印刷します。  


PRNBMPOut 指定された Bitmapを印刷します。ただし、白黒 2色の
Bitmapのみ印刷可能です。 


 


PRNCheckMarker マーカ位置まで紙送りします。  


PRNGetStatus 現在のプリンタの状態を取得します。  


PRNGetLastError 最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。  


PRNSetPaperWidth 使用する用紙の用紙幅を指定します。  


PRNGetPaperWidth 用紙幅の設定状態を取得します。  


PRNSetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


PRNGetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


 
 
 
5-2-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 







PRNOpen 
 
機能 プリンタの電源を投入し、プリンタを使用可能にします。 


 
書式 uint  PRNOpen( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 
PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_DRIVER_NOTEXIST プリンタドライバが非常駐状態であり、プリンタが使用できません。 
PRN_FEEDKEY_ERROR フィードキーでフィード中のため、プリンタが使用できません。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 
※ プリンタライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してプリンタの電源投入を行って


ください。 
※ フィードキーによるフィード中は、アプリケーションからのプリンタ制御はできません。また、アプリ


ケーションがプリンタ制御している間は、フィードキーによるフィードはできません。 
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PRNClose 
 
機能 プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。 


 
書式 uint  PRNClose( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 
※ 印刷中に本関数が使用されると、既に送信されている印刷データの印刷終了後に終了します。 
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PRNInitializePrinter 
 
機能 プリンタの設定を初期化します。 


 
書式 uint  PRNInitializePrinter( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNPrintScreen 
 
機能 フルスクリーン画面を印刷します。 


 
書式 uint  PRNPrintScreen( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNPrintWindow 
 
機能 指定されたウィンドウを印刷します。 


 
書式 uint  PRNPrintWindow(IntPtr  hWindow) 


 
パラメータ 
ｈWindow 印刷するウィンドウのハンドルを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNTextOut 
 
機能 テキストデータを印刷します。また、ESCコマンドを送信する場合も本関数を使用します。 


 
書式 uint  PRNTextOut(uint  dwLength, string  szTextData) 


 
パラメータ 


dwLength テキストデータのデータ長を指定します。(0～65535) 
0を指定すると、szTextDataの先頭から 0x0000までを印刷(送信)します。 


szTextData テキストデータ(ESCコマンドも含む)が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 


※ PRNTextOutで入力する文字コードに関しては、「プログラミング上の注意点」を参照して下さい。 
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PRNImageOut 
 
機能 ビットイメージデータを印刷します。 


 
書式 uint  PRNImageOut(uint  dwWidth, uint  dwHeight, uint  dwFeedLength,  


byte[] pbyImageData) 


 
パラメータ 


dwWidth ビットイメージデータの横方向バイト数を指定します。 
(58mm用紙：1～48 80mm用紙：1～72) 


dwHeight ビットイメージデータの縦方向ドットライン数を指定します。(1～65535) 
dwFeedLength ラインフィードする長さを指定します。(0～96) 
pbyImageData イメージデータが格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 


 


 


 イメージデータ例 
 


bb7 


nバイト 
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PRNBarcodeOut 
 
機能 指定されたバーコードを印刷します。 


 
書式 uint  PRNBarcodeOut(uint dwCode, uint dwHeight, uint dwCheckDigit, 


uint dwFont, uint dwLeftMargin, uint dwDirection,  
uint dwLength, string szBarcodeData ) 


 
パラメータ 


dwCode 印刷するバーコードの種類を指定します。 
0：JAN 
1：NW7 
2：CODE39 
3：ITF 
4：UPC-E 
5：CODE128 


dwHeight 印刷するバーコードの高さを指定します。(1～63mm) 
dwCheckDigit チェックデジットの有無を指定します。 


0：チェックデジット無し 
1：チェックデジット有り 


dwFont バーコードの下に印刷するデータの有無や文字の種類を指定します。 
0：付加文字無し 
1：標準文字（ANK 8 X 16ドット） 
2：縮小文字（ANK 6 X ７ドット） 
3：OCR-BⅠ 


dwLeftMargin バーコードの左側に空けるスペースをミリ単位で指定します。 
(0～69mm。センタリングする場合は 0xFFFFFFFFを指定) 


dwDirection バーコードを印刷する方向を指定します。 
0：縦方向 
1：横方向 


dwLength バーコードのデータ長を指定します。 
szBarcodeData バーコードデータ(Unicode)が格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 
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PRNBMPOut 
 
機能 指定された Bitmapを印刷します。 


 
書式 uint  PRNBMPOut( string  szFilename) 


 
パラメータ 


szFilename 印刷するビットマップファイルのフルパス名が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルが開けません。 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 


 
クラス PRNLIBCs 


 
注意 


※ 白黒 2色の Bitmapのみ印刷可能です。 
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PRNCheckMarker 
 
機能 マーカ位置まで紙送りします。 


 
書式 uint  PRNCheckMarker( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNGetStatus 
 
機能  現在のプリンタのエラー状態を取得します。 


また、本関数を実行すると PRNGetLastErrorで取得するエラーへ反映されます。 
 
書式 uint  PRNGetStatus( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNGetLastError 
 
機能  最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。 


 
 
書式 uint  PRNGetLastError( ) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_ALREADY_OPEN 二重オープンか他のアプリケーションで既に使用されています。 
PRN_NOTFOUND マーカが検出できません。 
PRN_NOTCHANGE 用紙幅を変更できません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルを開けません 
PRN_FILEFORMAT_ERROR 指定されたファイルの形式が不正です。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_HARDWARE_ERROR プリンタのハードウェアが異常です。 
PRN_PLATEN_OPEN プラテンがオープンしています。 
PRN_PAPER_END 用紙がありません。 
PRN_VDETP_OCCURRED VDETPが発生しました。 
PRN_SUSPEND_OCCURRED サスペンドが発生しました。 
PRN_HEADTEMP_ERROR ヘッド温度エラーが発生しました。 
PRN_AUTOLOADING オートローディング中です。 
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PRNSetPaperWidth 
 
機能  使用する用紙の用紙幅を指定します。 
 
書式 uint  PRNSetPaperWidth(uint dwWidth) 


 
パラメータ 


DwWidth 印刷に使用する用紙の幅を指定します。 
0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_NOTCHANGE 80mm幅へ変更できません。 
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注意 


※ 58mm 用紙で印刷後、80mm 用紙に変更して印刷すると印刷がかすれる可能性があります。このため、


用紙幅 58mmを設定し印刷した後は、80ｍｍへ変更することはできません。 


※ 用紙幅を変更した場合、本関数の呼び出し前に送信され、まだ印字されていないデータは消去されます。


また、左右マージンの設定は 0 にリセットされます。本関数を実行する前には、未印字吐出しコマンド


を実行して印刷データを全て印刷して下さい。 
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PRNGetPaperWidth 
 
機能  現在設定されている用紙幅を取得します。 
 
書式 uint  PRNGetPaperWidth( ref uint  dwWidth) 


 
パラメータ 


現在の用紙幅設定を格納するエリアへのポインタ dwWidth 


取得結果 0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNSetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定を変更します。 
 
書式    uint  PRNSetPrinterProperty(uint  dwPaperType, uint  dwDepth, uint  dwSpeed, 


uint  dwAutoloading, uint  dwAutolodingLength, 
uint  dwPreheat, uint  dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


用紙の種類を設定します dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


印字濃度を設定します dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
印字速度を設定します dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


オートローディングの有効無効を設定します dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を設定します。 dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
プリヒートの有効無効を設定します dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
エラー時継続印字の有効無効を設定します dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 


 
クラス PRNLIBCs 


5-2-17 







PRNGetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定状態を取得します。 
 
書式 uint PRNSetPrinterProperty(ref uint dwPaperType, ref uint dwDepth, ref uint dwSpeed, 


ref uint dwAutoloading, ref uint dwAutolodingLength, 
ref uint dwPreheat, ref uint dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


現在の用紙種類設定を格納するエリアへのポインタ dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


現在の印字濃度設定を格納するエリアへのポインタ dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
現在の印字速度設定を格納するエリアへのポインタ dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


現在のオートローディング設定を格納するエリアへのポインタ dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を格納するエリアへのポインタ dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
現在のプリヒート設定を格納するエリアへのポインタ dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
現在のエラー時継続印字設定を格納するエリアへのポインタ dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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§6-4．Bluetooth ライブラリ 
 


6-4-1 プログラム構成 
■BTLibVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 Bluetooth クラスライブラリ 


■BTLib.dll   Bluetooth ライブラリ本体 


 


6-4-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクトを作成し


てください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「BTLibVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 BTLibVB     メインクラス 


 BTLibVB.Def   Bluetooth ライブラリ用定数定義サブクラス 


 BTLibVB.Api   Bluetooth ライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1）を参照してください 
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6-4-2 


6-4-3.関数一覧 
NO. Function Description 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_Inquiry Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行します。 
06 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


07 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


08 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


09 BTLib_SetPassKey DT-9700本体のPassKeyを設定します。 


10 BTLib_TrustDevice 指定したBluetooth機器に対してデバイスの信頼を行います。 


11 BTLib_GetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn設定を取得します。 


12 BTLib_SetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn機能を設定します。 


Registry Access Functions 
13 BTLib_RegisterLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_RegisterDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


15 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


16 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


17 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 


18 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 


Serial Communication Functions (Windows API) 
19 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


20 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


21 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


22 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


23 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


24 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


25 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


26 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


27 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


28 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


29 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


30 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


31 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


32 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


33 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


34 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


   


 
   


6-4-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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BTLib_Initialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を開始します。Bluetooth仮想 COMポートも初期化さ


れます。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Funtion  BTLib_Initialize ( ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を終了します。Bluetooth仮想 COMポートも使用でき


なくなります。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Function  BTLib_DeInitialize ( ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-9700 本体の Bluetooth デバイスが使用できなくなる可能性があり


ます。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を取得します。本関数では、BTST_LOCALINFO 構造


体の全てのメンバが取得されます。 


Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて取得可能なパラメータについて


は、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Function  BTLib_GetLocalInfo ( ByVal LocalInfo As BTST_LOCALINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [out] DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 ※関数の戻り値は現在検討中です。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します。本関数を実行する前に、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数では、BTST_LOCALINFO 構造体のメンバのうち、Bluetooth アドレスを除く全てのデバイ


ス情報が設定されます。Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて設定可


能なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Function  BTLib_SetLocalInfo ( ByVal LocalInfo As BTST_LOCALINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [in] 設定する DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、Bluetooth 認証フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。Bluetooth 認証フ


ラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行します。 


 


書式 Function  BTLib_Inquiry ( ByRef DeviceNumber As Integer, _ 


ByVal InquiryTime As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceNumber [out] Inquiryで発見された Bluetooth機器の数を格納する変数 


 InquiryTime [in] Inquiryを実行する時間（単位はミリ秒） 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


備考 本関数を実行した後、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を


取得してください。 
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BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 BTLib_Inquiry 関数で発見された Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry


関数を実行後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


 本関数で取得できるデバイス情報は、以下の通りです。Bluetooth デバイスクラスにおいて取得可能


なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスクラス 


 


書式 Function  BTLib_GetDeviceInfo ( ByVal DeviceInfo() As BTST_DEVICEINFO，_ 


         ByVal DeviceNumber As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報を格納する構造体変数 


 DeviceNumber [in] BTLib_Inquiry関数で取得した Bluetooth機器の数 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。取得可能なサービスクラスパラメータについ


ては、4-7-2を参照してください。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 Function  BTLib_GetServiceInfo ( ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) _ 


 As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 Function  BTLib_SelectDevice ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, _ 


   ByVal  PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 PortName [in] 接続する通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-9700本体の PassKey を設定します。PassKeyは、DT-9700本体で他の Bluetooth機器との


ボンドを実行する場合、および他のBluetooth機器からPassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 Function  BTLib_SetPassKey ( ByVal PassKey As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


備考 BTLib_TrustDevice関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-9700 へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行し


て PassKeyを設定してください。 
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BTLib_TrustDevice 
 


機能 DT-9700本体から、指定した Bluetooth機器との信頼を行います。 


 


書式 Function  BTLib_TrustDevice (  _ 


  ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, _  


 ByVal PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デバイスの信頼を実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトのBluetooth機器とのデバイスの 


信頼を実行する 


 PortName [in] デフォルトで通信する設定をした通信ポート 


DeviceInfo で NULL を指定した場合のみ、以下の中から一つを指


定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 
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BTLib_GetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn設定を取得します。 


 


書式 Function  BTLib_GetWakeOnStatus ( _ 


    ByRef WakeOnStatus As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [out] DT-9700本体の Bluetooth Wake On設定を取得する変数 


    以下の値のいずれかが取得される 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeON設定が有効 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeON設定が無効 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 
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BTLib_SetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn機能を設定します。 


 


書式 Function  BTLib_SetWakeOnStatus ( _ 


ByVal WakeOnStatus As Integer ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [in] DT-9700本体の Bluetooth WakeOnを設定する変数 


    以下の値のいずれかを設定する 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeOn設定を有効にする 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeOn設定を無効にする 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


備考 Bluetooth WakeOn設定は、DT-9700をサスペンドする前に実行してください 
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BTLib_RegisterLocalInfo 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 Function  BTLib_RegisterLocalInfo ( ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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BTLib_RegisterDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 Function  BTLib_RegisterDeviceInfo ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 
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BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 Function  BTLib_SearchDeviceInfo ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO , _  


ByRef DeviceNumber As Integer , _  


    ByVal SearchKey As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 Function  BTLib_DeleteDeviceInfo ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 Function  BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( _ 


ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, _  


ByVal PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 Function  BTLib_SetDefaultDevice ( _ 


    ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO , _ 


    ByVal PortName As String ) As Integer 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


    NULLを指定した場合、デフォルトで通信するデバイスを設定しない 


PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを選択する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 
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5-3-1 


5-3 BCD演算ライブラリ 
 


5-3-1 プログラム構成 
■LDTBCDCs.dll  C# .NET用 BCD演算クラスライブラリ 


■directbcd.dll  端末のみに必要な BCD演算ライブラリ用ヘルパーライブラリ 


■LDTBCD.dll   BCD演算ライブラリ本体 


 


5-3-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LDTBCDCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using LDTBCDCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「LDTBCDCs」です。 


関数は CalibCs.LDTBCDCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は CalibCs.LDTBCDCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください 
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5-3-2 


5-3-3 関数一覧 
NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


  ※ 網掛けされた関数は、VBから処理できないため現状使用できません。 


 


5-3-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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bcd_mov 
 


機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 


 


書式 IntPtr bcd_mov( ref BCD_DATA  src , ref BCD_DATA  dst ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA src  数値 


ref BCD_DATA dst  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA dstのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 


 


5-3-3 
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bcd_atobcd 
 


機能 stringで与えられた文字列を数値に変換して resultに返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が


許されます。 


 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記すること


になります。 


 


書式 void bcd_atobcd( string  str , ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


string  str  文字列 


ref BCD_DATA result  変換数値 


 


戻り値 無し 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_bcdtoa 
 


機能 valueで与えられた数値を文字列に変換して restringに返します。 


文字列は、10進の数字で少数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入ります。 


restringに格納する文字列は strsize-1文字までであり、変換された文字列が strsize以上ある場合は超える部


分が整数部ならエラーとし、少数部ならば strsize-1までを格納し正常終了します。 


 少数部末尾の 0は文字に変換されません。 


 


書式 void bcd_bcdtoa( ref BCD_DATA  valueX , string  restring , ref int  strsize ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


int restring   変換文字列 


int strsize   restringサイズ 


 


戻り値 無し 


 


クラス LDTBCDCs 


 


5-3-5 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


bcd_abs 
 


機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 


 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_abs( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  absolute ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA absolute  絶対値 


 


戻り値 


BCD_DATA absoluteのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_modfint 
 


機能 数値 valueの整数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 int bcd_modfint( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_modflow 
 


機能 数値 valueの小数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr bcd_modflow( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_sign 
 


機能 数値 valueの符号を返します。 


 


書式 int bcd_sign( ref BCD_DATA  valueX ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


 


戻り値 符号を返します。 


 -1 valueX < 0 


  0 valueX = 0 


  1 valueX > 0 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_round 
 


機能 数値 valueを指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*valueに返します。 


 桁が正の値または 0ならば整数部の桁を、負の値ならば少数部の桁を表します。 


 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 


 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0なら切り上げは行われません。 


 


書式 IntPtr    bcd_round( ref BCD_DATA  valueX, int  keta , int  mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


int keta  桁（10keta） 


int mode  処理モード 


   R_UP  切り上げ 


   R_DOWN 切り下げ 


   R_4DOWN5UP 四捨五入 


 


戻り値 


BCD_DATA valueXのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_add/bcd_add2 
 


機能 valueX と valueYの加算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_addは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_add2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_add( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_add2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 


機能 valueXから valueYを減算して、結果を resultに返します。 


 bcd_subは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_sub2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_sub( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_sub2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 


機能 valueXに valueYを乗算して、結果を resultに返します。 


 bcd_mulは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_mul2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_mul( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_mul2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_div/bcd_div2 
 


機能 valueX と valueYの除算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_divは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_div2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_div( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_div2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  *result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_pow 
 


機能 べき乗（*ｖａｌｕｅＸ）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果をresultに返します。 


 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 


 演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_pow( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_log10 
 


機能 vjo常用対数演算ｌｏｇ10（ｖａｌｕeX）を行い、結果をresultに返します。 


 数値ｖａｌｕｅの範囲は valueX > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_log10( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  result) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_accuracy 
 


機能 演算精度の設定を行います。 


 


書式 void bcd_accuracy( int mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int mode  精度 


   BCD_SINGLE ：単精度 


   BCD_DOUBLE ：倍精度 


 


戻り値 無し。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_matherr 
 


機能 ＢＣＤ演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自


のエラー処理を行う場合は、bcd_matherrを定義してリンクを行います。 


 


書式 int bcd_matherr( ref bcd_exception  except ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bcd_exception except  数値演算エラー情報 


 


戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 


 ｂcd_matherrでエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherrでエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして


終了します。 


 


クラス LDTBCDCs 


 


備考 


 引数の構造体 
 struct bcd_exception 
 { 
  int  type;  /* エラーの種類    */ 
  string  name  /* エラー発生関数名 */ 
  BCD_DATA  *arg1  /* 関数の第 1引数  */ 
  BCD_DATA  *arg2  /* 関数の第 2引数  */ 
 } 
 


 エラーの種類 


  BCD_NOERROR  0x00 正常 


  BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 


  BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 


  BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 


  BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 


  BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 


  BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 


 


5-3-18 
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§6-5．FLINK ライブラリ 
 


6-5-1 プログラム構成 
■FlinkLibVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 FLINK クラスライブラリ 


■FlinkLib.dll   FLINF ライブラリ本体 


 


6-5-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクトを作成し


てください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「FlinkLibVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 FlinkLibVB     メインクラス 


 FlinkLibVB.Def   FLINK ライブラリ用定数定義サブクラス 


 FlinkLibVB.Api   FLINK ライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1-2）を参照してください 
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6-5-3.ライブラリ一覧 
NO. 関数名 機能 
01 FLKOpen 回線オープン 
02 FLKFileSend ファイル送信 
03 FLKFileAdd ファイル追加 
04 FLKFileRecv ファイル受信 
05 FLKClose 回線クローズ 
06 FLKReadErrStat エラー情報の取得 
07 FLKReadStatus 進捗情報のリード 
08 FLKIdle アイドル遷移 
09 FLKCmdRecv コマンド受信待ち 
10 FLKFileDelete ファイル削除 
11 FLKFileMove ファイル移動 
12 FLKMakeDir ディレクトリ作成 
13 FLKGetFileInfo ファイル情報の取得 
14 FLKSetFileInfo ファイル情報の設定 
15 FLKGetDiskInfo ディスク情報の取得 
16 FLKDateTime 日付時刻の取得および設定 
17 FLKGetSysInfo システム情報の取得 
18 FLKMsgSend 画面表示メッセージの送信 
19 FLKBeep ブザー鳴動 


 


 


 


 


6-5-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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FLKOpen 
 
機能 回線オープンします。 
 通信ポートの初期化およびセッションの確立を行います。 
 相手局のシステム情報の取得を行います。 
 
書式 Function  FLKOpen(ByVal device As String, ByRef cString As SByte, _ 


ByVal rsPrm As FLK_RSPRM, ByVal mode As Int16, _ 
ByVal hWnd As Int32、ByVal message As Int32) As Int32 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ device  使用デバイスを指定します。 
   "COM1" シリアル（COM1) 
   "IRDA" 赤外線 
   "LAN" LAN 
 
 cString  通信パラメータを設定します 
   FLK_DEVICE_COM1指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_IRDA指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_LAN指定時 ：ホスト PCの IPアドレスを指定します 
 
 rsPrm  通信パラメータを設定します 
   FLK_DEVICE_COM1指定時 ：COMポート通信パラメータを指定します 
   FLK_DEVICE_IRDA指定時 ：無視します 
   FLK_DEVICE_LAN指定時 ：無視します 
 
 ｍode  局モード 
   FLK_MODE_HT  ：HTモード 
   FLK_MODE_PC  ：PCモード 
 
 ｈWnd  メッセージを通知するウインドウの、ウインドウハンドルを指定します。 
   NULLを指定された場合はメッセージ通知しません。 
 
 ｍessage  アプリケーションへ通知するメッセージ番号を指定します。 
 
 
戻り値 FLK_PRM パラメータエラー 
 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
       上記以外   FLINK ライブラリのハンドル（正常終了） 
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FLKFileSend 
 


機能 指定された複数ファイルを一括して送信します。 


 転送先ディレクトリが存在しない場合は自動的に生成します。 


 


書式 Function FLKFileSend(ByVal hPort As Int32, ByVal mode As Int16, ByVal fName As String, _ 


ByVal dir As String, ByVal protect As Int16) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 mode  転送モード（通常転送か再起呼び出し転送かを指定します） 


   FLK_TRANS_NORMAL ：通常転送 


   FLK_TRANS_RECURSIVE ：再起呼び出し転送 


 fName  送信元ファイル名（フルパスで指定、ワイルドカード可能） 


 Dir  送信先フォルダ名（フルパスで指定） 


 protect  強制上書きフラグ（受信側に同一ファイルが書込み禁止属性で存在した場合、 


   属性変更して書き込むかを指定します） 


   FLK_PROTECT_VALID  ：強制書き込みしない 


   FLK_PROTECT_INVALID ：強制書き込みする 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileAdd 
 


機能 指定したファイルを相手局の既存ファイルに追加します。 


 送信元、追加先ファイル名とも複数ファイルの指定および、ワイルドカードの指定はできません。 


 追加先ファイル名が相手局側に存在しない場合、新規にファイルを作成します。 


 


書式 Function FLKFileAdd(ByVal hPort As Int32, ByVal sfName As String, ByVal rfName As String) _ 


                                As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 sfName  送信元ファイル名（フルパスで指定） 


 rfName  追加先ファイル名（フルパスで指定） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileRecv 
 


機能 指定された複数ファイルを一括して受信します。 


 受信先ディレクトリが存在しない場合は自動的に作成します。 


 


書式 Function FLKFileRecv(ByVal hPort As Int32, ByVal mode As Int16, ByVal fName As String, _ 


ByVal dir As String, ByVal protect As Int16) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 mode  転送モード（通常転送か再起呼び出し転送かを指定します） 


   FLK_TRANS_NORMAL   ：通常転送 


   FLK_TRANS_RECURSIVE ：再起呼び出し転送 


 fName  受信ファイル名（フルパスで指定、ワイルドカード可能） 


 Dir  受信フォルダ名（フルパスで指定） 


 protect  強制上書きフラグ（受信側に同一ファイルが書込み禁止属性で存在した場合、 


   属性変更して書き込むかを指定します） 


   FLK_PROTECT_VALID  ：強制書き込みしない 


   FLK_PROTECT_INVALID ：強制書き込みする 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKClose 
 


機能 クローズします。 


 終了指示コマンドを相手に送信することにより、セッションを開放します。 


 その際、送信権モード時に限り、相手局に対して終了指示コマンドを送信します。 


 ただし、すでにエラーが発生していた場合は送信されません。 


 


書式 Function FLKClose(ByVal hPort As Int32、 ByVal endKind As Int16) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 endKind  相手局への終了指示（送信権局モードのみ有効） 


   FLK_CLOSE_NORMAL ：正常終了 


   FLK_CLOSE_RESET ：リセット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_A ：A ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_B ：B ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_FORMAT_C ：C ドライブフォーマット指示 


   FLK_CLOSE_PWROFF ：電源 OFF指示 


   これらのパラメータは相手局へ通知するだけです。 


   FLKIdle又は FLKCmdRecv関数が正常終了したとき、FLKReadErrStat関数で 


   相手局からどのコードを指定されたかを知ることができます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKReadStatus 
 
機能 FLINK ライブラリ内の通信状態を取得します。 
 
書式 Function FLKReadStatus(ByVal hPort As Int32、 ByVal flkstatus As FLK_STATUS) As Int32 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 
 
 flkstatus  通信状態格納エリア 
 
 
戻り値 FLK_OK  正常終了 
 FLK_PRM パラメータエラー 
 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKReadErrStat 
 
機能 エラー情報を取得します。 
 また、相手局からの終了指示コマンド受信時、カテゴリコード、エラー詳細コードを取得します。 
 取得後エラー情報はクリアされます。 
 
 
書式 Function FLKReadErrStat（ByVal hPort As Int32, ByVal errinfo As FLK_ERRINFO） As Int32 
 
 
ﾊﾟﾚﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 
 


errinfo  エラー情報設定エリア 
 
 
戻り値 FLK_OK  正常終了 
 FLK_PRM パラメータエラー 
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FLKIdle 
 


機能 アイドル通知送信後、相手局からのコマンド受信待ち状態となります。 


HTモード時のみ使用可能です。 


 終了指示コマンドを受信するか、エラーが発生するまで、相手局から受信したコマンドを順次実行します。 


  


書式 Function FLKIdle(ByVal hPort As Int32, ByVal script As String) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


script スクリプトファイル名（ファイル名のみ。拡張子を含め 13文字以内） 


未設定時は NULLを指定します。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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 FLKCmdRecv 
 


機能 HTからのコマンド受信待ち状態となります。 


PCモード時のみ使用可能です。 


 アイドル通知コマンド、終了指示コマンドを受信するか、エラーが発生するまで、 


相手局から受信したコマンドを順次実行します。 


  


書式 Function FLKCmdRecv(ByVal hPort As Int32, ByRef endKind As Int16, _ 


ByVal script As String) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 endKind 終了種別フラグ設定エリア（正常終了時のみ有効） 


  CU_RECV_END :終了指示受信 


  CU_RECV_IDLE :ＩＤＬＥ通知受信 


script スクリプトファイル名（ファイル名のみ。拡張子を含め 13文字以内） 


  相手局からスクリプトが指定された場合には、scriptで指定されたエリアへ 


  スクリプト名が設定されます。スクリプトが指定されない場合は、NULLを設定します。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileDelete 
 


機能 ファイルを削除します。 


 


書式 Function FLKFileDelete(ByVal hPort As Int32, ByVal fName As String) As Int32 


 


ﾊﾟﾚﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 fName 削除するファイル名（フルパスで指定。ワイルドカード可能） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKFileMove 
 


機能 ファイルを移動します。同一フォルダを指定している場合は、ファイル名を変更します。 


 


書式 Function FLKFileMove(ByVal hPort As Int32, ByVal sfName As String, _ 


ByVal dfName As String) As Int32 


 


ﾊﾟﾚﾒｰﾀ hPort    オープン時に取得したハンドル 


 sfName    移動元ファイル名（フルパスで指定） 


 dfName    異動先ファイル名（フルパスで指定） 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKMakeDir 
 


機能 ディレクトリを作成します。 


 


書式 Function FLKMakeDir(ByVal hPort As Int32, ByVal mDir As String, _ 


ByVal datetime As FLK_DATETIME ,ByVal atr As Byte) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort   オープン時に取得したハンドル 


 mDIR   作成ディレクトリ名 


 datetime   日付格納エリア 


 atr   属性（OR指定による複数指定可） 


    FLK_A_NORMAL ：通常ファイル 


    FLK_A_HIDDEN ：不可視ファイル 


    FLK_A_RDONLY ：読み出し専用ファイル 


    FLK_A_SYSTEM ：システムファイル 


    FLK_A_SUBDIR ：ディレクトリ 


    FLK_A_ARCH  ：アーカイブ 


    ※FLK_A_NORMALの値は 0なので、設定する必要はありません。また、 


FLK_A_SUBDIRはライブラリ内で自動手的に OR されます。 


    


 日付時刻を指定しない場合には、datetime構造体のメンバーの、 


yearに 0xFFFF、day,month,sec,min,hourに 0xFFを設定してください。 


 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKGetFileInfo 
 


機能 相手局側の指定ファイル情報（ファイルサイズ・タイムスタンプ・属性）の取得を行います。 


検索ファイル名と一致するファイルの情報がファイル情報エリアに設定されます。 


ワイルドカード指定時は１回目に「最初の取得」、２回目以降に「次情報取得」を指定します。 


ワイルドカード指定時は、この関数を連続的に呼ぶ必要があります。 


他の通信関数を使用すると、次情報取得は行えなえません。 


 


書式 Function FLKGetFileInfo(ByVal hPort As Int32, ByVal mode As Int16, _ 


                                 ByVal fName As String, ByVal fInfo As FLK_FINFO) As Int32 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


mode  最初／次フラグ 


       FLK_GET_FIRST：最初の取得（１ファイル指定又はワイルドカード指定時の１回目） 


                          FLK_GET_NEXT：次情報取得（ワイルドカード指定時の２回目以降） 


fName  検索ファイル名エリア（ワイルドカード指定可。複数指定不可。 


                        「次情報取得」では参照しません。) 


 finfo  ファイル情報エリア（検索したファイルの情報が設定されます） 


   該当ファイルが存在しない場合には、各パラメータに 0x00が設定されます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKSetFileInfo 
 


機能 相手局側の指定ファイル情報（ファイルサイズ・タイムスタンプ・属性）の更新を行います。 


 ファイル情報エリアの内容をファイル名エリアと一致するファイルに設定します。 


 


書式 Function FLKSetFileInfo(ＢｙＶａｌ hPort As Int32, ByVal fInfo As FLK_FINFO) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 finfo ファイル情報エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKGetDiskInfo 
 


機能 相手局側の指定ドライブ情報の取得を行います。 


 指定ドライブの情報がドライブ情報エリアへ設定されます。 


 


書式 Function FLKGetDiskInfo(ByVal hPort As Int32, ByVal drive As Byte, _ 


ByVal dinfo As FLK_DINFO) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 drive ドライブ名エリア、'A'～'Z'のいずれか 


 dinfo ドライブ情報エリアアドレス（検索したドライブの情報が設定されます） 


  コマンド正常終了メッセージ受信時に、dinfoに値が設定されます。 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKDateTime 
 


機能 日時を取得／設定します。 


 取得の場合は、日付時刻エリアへ相手局のシステム日付が設定されます。 


 設定の場合は、日付時刻エリアの値を相手局へ送信します。 


 


書式 Function FLKDateTime(ByVal hPort As Int32, ByVal mode As Int16, _ 


ByVal dateTime As FLK_DATETIME) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 mode  取得／設定フラグ 


   FLK_GET_MODE 取得 


   FLK_SET_MODE 設定 


 datetime  設定日付時刻格納エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKGetSysInfo 
 


機能 相手局側のシステム情報を取得します。 


 相手局が PCの場合は、接続セッション番号も返します。（相手がHTの場合は０） 


 これらの情報はオープン時に取得しているため、通信は行わずに情報のみ返します。 


 


書式 Function FLKGetSysInfo(ByVal hPort As Int32, ByVal sysinfo As FLK_SYSINFO) _ 


As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort  オープン時に取得したハンドル 


 sysinfo  取得システム情報エリア（検索された情報が設定されます） 


 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKMsgSend 
 


機能 相手局に表示するメッセージを送信します。 


 


書式 Function FLKMsgSend(ByVal hPort As Int32, ByVal msg As String) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 msg 表示メッセージ格納エリア 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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FLKBeep 
 


機能 相手局側にブザーを鳴動を要求します。 


 


書式 Function FLKBeep(ByVal hPort As Int32) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hPort オープン時に取得したハンドル 


 


戻り値 FLK_OK  正常終了 


 FLK_PRM パラメータエラー 


 FLK_NG  パラメータ以外の異常終了 
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§6-6．MCRライブラリ 


 
6-6-1 プログラム構成 
■MCRLibVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用MCRクラスライブラリ 
■mcrlib.dll   MCRライブラリ本体 
 


6-6-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマート


デバイスアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「MCRLibVB.dll」を追加してください。 
・以下のクラス構成になります。 
 MCRLibVB     メインクラス 


 MCRLibVB.Def   MCRライブラリ用定数定義サブクラス 


 MCRLibVB.Api   MCRライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1-2）を参照してください 
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6-6-3.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
MCROpen MCRを使用可能にする 
MCRClose MCRの使用を終了する 
MCRRead MCRで読み込まれたデータを取得する※ 
MCRSelectTrack データ取得を行うトラックを指定する 
MCRSetEventNotification データ取得通知方法の選択（イベントまたはメッセージ） 
MCRGetEventNotification 現在選択しているデータ取得通知方法を確認する 
MCRGetStatus MCRの状態を取得する 
MCRSetAutoPowerOff 一定時間後にMCRの電源を自動 OFFする 
MCRGetAutoPowerOff 現在設定している自動電源 OFFまでの時間を取得する 
MCRResume 自動 OFF状態から ON状態に復帰する 


自動電源 OFFタイマーのカウントをクリアする 
※読み取ると、本機内のバッファに保存されたデータをクリアします。 


 
6-6-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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MCROpen 
 
機能 MCRを Open状態にして、MCR機能を使用可能にします。 
 
書式 Function  MCROpen( ByVal hWnd As IntPtr ) As Boolean 
 
パラメータ 


hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ MCRライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関数を実行す
るとMCRの初期化／電源投入が行われます。 
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MCRClose 
 
機能 MCRで使用していたリソースの開放や電源 OFF等の終了処理を行います。 
 
書式 Function  MCRClose( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ MCRの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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MCRRead 
 
機能 MCRが読み取ったカードデータを取得します。 
 
書式 Function  MCRRead( _ 


ByVal DataJIS2() As Char , ByVal DataISO1() As Char , _ 
ByVal DataISO2() As Char , ByVal DataReserved As IntPtr, _ 
ByRef StatusJIS2 As Integer , ByRef StatusISO1 As Integer , _ 
ByRef StatusISO2 As Integer , ByVal StatusReserved As IntPtr ) As Boolean 


 
パラメータ 


DataJIS2 69 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。JIS2 データの取得が不要な場合は
NULL(intptr.Zero)を指定してください（この場合は RAMの確保は不要で
す）。 


DataISO1 76 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。 ISO1 データの取得が不要な場合は
NULL(intptr.Zero)を指定してください（この場合は RAMの確保は不要で
す）。 


DataISO2 37 バイト分の RAM 領域をアプリケーションで確保し、その先頭アドレス
を引数として渡してください。 ISO2 データの取得が不要な場合は
NULL(intptr.Zero)を指定してください（この場合は RAMの確保は不要で
す）。 


DataReserved NULL(intptr.Zero)を指定してください（RAMの確保は不要です）。 
StatusJIS2 ステータス取得用変数。JIS2 トラックのステータス取得が不要の場合は


NULL(intptr.Zero)を指定してください。 
StatusISO1 ステータス取得用変数。ISO1 トラックのステータス取得が不要の場合は


NULL(intptr.Zero)を指定してください。 
StatusISO2 ステータス取得用変数。ISO2 トラックのステータス取得が不要の場合は


NULL(intptr.Zero)を指定してください。 
StatusReserved NULL(intptr.Zero)を指定してください。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE データ取得エラー 


 
注意 
※ MCRはデータの読み取り完了時点でメッセージ、またはイベントを発行するので、この通知を受け
た後で本関数を実行すると読み取りデータを取得することができます。 


※ 読み取ったデータは、DataJIS2[0]～[68]、DataISO1[0]～[75]、DataISO2[0]～[36]に格納されま
す。データは 1バイトにつき 1キャラクタ分のデータが格納されます。 


※ エラーが発生した場合、本関数の戻り値に FALSEが設定されます。この時、DataJIS2／DataISO1
／DataISO2のバッファにデータは格納されず、代わりに*StatusJIS2、*StatusIS01、*StatusIS02
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にエラー情報が格納されます。 
 
 
 
 
ステータス詳細 


名称 説明 詳細 


MCR_NO_DATA データ未取得 MCRがデータを取得していない状
態 


MCR_DATA_SUCCESS 有効データ取得済み MCRが有効データを取得した状態
MCR_BUFFER_FULL_ERR バッファフルエラー 規定量以上のデータ取得 


MCR_DATASHORT_ERR Min.データエラー 必要最低限のデータが無い場合 


MCR_DATA_ERR1 プリアンブルエラー “1”連続によりデータ取り込み中止 
MCR_DATA_ERR2 データ異常 “1”連続によりデータ取り込み中止 
MCR_PULSE_ERR1 Min.パルスエラー Min.値以下のパルス検出 
MCR_PULSE_ERR2 Max.パルスエラー Max.値以上のパルス検出 
MCR_TIMEOUT_ERR タイムアウトエラー カード走行時間がタイムアウト 


MCR_CARDSPEED_ERR1 加速エラー カード走査中の異常加速 


MCR_CARDSPEED_ERR2 減速エラー カード走査中の異常減速 


MCR_PARITY_ERR キャラクタパリティエラー 取得データのパリティエラー 


MCR_STX_NOTFOUND STX検出エラー STXが検出できない 
MCR_ETX_NOTFOUND ETX検出エラー ETXが検出できない 
MCR_PACKET_LRC_ERR パケット LRCエラー パケットの LRCエラー 
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MCRSelectTrack 
 
機能 データ取得を行うトラックを限定することができます。 
 
書式 Function  MCRSelectTrack( ByVal dwTargetTrack Int32 ) As Boolean 
 
パラメータ 


下記の何れかを指定してトラックを限定して下さい。 
ISO1_TRACK ：ISO1フォーマットのトラックのみ読む場合 
ISO2_TRACK ：ISO2フォーマットのトラックのみ読む場合 
JIS2_TRACK ：JIS-IIフォーマットのトラックのみ読む場合 
ISO1_ISO2_TRACK ：ISO1と ISO2フォーマットのトラックを読む場合 
ISO1_JIS2_TRACK ：ISO1と JIS-IIフォーマットのトラックを読む場合 
ISO2_JIS2_TRACK ：ISO2と JIS-IIフォーマットのトラックを読む場合 


pMcrInfo 


ALL_TRACK ：全トラックを読む場合 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 本関数を使用してトラックを限定する場合は、MCRReadを実行する前に本関数を使用して下さい。 
※ 本関数を使用しない場合や本関数の引数に ALL_TRACKを指定した場合は、3トラック全てのデー
タを取得します。 
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MCRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 Function  MCRSetEventNotification( ByVal bEnable As Boolean ) As Boolean 
 
パラメータ 


TRUE ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
FALSE ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 本関数を使用してデータ取得通知方法を変更する場合は、MCRRead を実行する前に本関数を使用
して下さい。 


※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「MCREventReading」でデータ取得を通
知します。 
また、自動電源 OFF機能を使用している場合は「MCREventAPO」で OFF状態に遷移したことを
通知します。 


※ 通知方法をメッセージに設定した場合、メッセージを発行します。 
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MCRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 Function  MCRGetEventNotification( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
FALSE データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 
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MCRGetStatus 
 
機能 MCRの状態を取得します。 
 
書式 Function  MCRGetStatus( ) As Boolean 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


MCR_NO_DATA ：取得データなし 
MCR_DATA_SUCCESS ：取得データあり 
MCR_AUTO_POWER_OFF ：オートパワーOFF状態 
MCR_DATA_ERROR ：データ取得エラー 


 
注意 
イベント／メッセージによる読み取り･解析終了通知を受け取れない場合は、本関数を使用して MCR
の状態をポーリングしてください。 
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MCRSetAutoPowerOff 
 
機能 一定時間後にMCRの電源を OFFします。 
 
書式 Function  MCRSetAutoPowerOff( ByVal dwTime As Int32 ) As Boolean 
 
パラメータ 


dwTime 0~300 自動電源 OFFまでの時間（秒） 
0を設定すると、自動電源 OFF機能が解除されます。 
最大 300秒まで設定可能。 


 
戻り値 


TRUE 自動電源 OFF設定成功 
FALSE 自動電源 OFF設定失敗 


 
注意 
※本関数を使用すると MCR の電源投入（MCROpen）や MCR 読み取り終了（イベントまたはメッセ
ージ発行）から自動電源 OFF時間のカウントダウンを開始し、設定時間経過後にMCRの電源を OFF
します。MCRResume()を使用すると MCR の電源を再投入し、設定時間から再びカウントダウンを
開始します。 


※本関数で自動電源 OFF 状態になった後、再度 MCR を使用する場合は MCRResume()を使用して電
源を ONしてください。 
※ 自動 OFF状態になるとドライバはメッセージまたはイベントによる通知を行います。初期設定はメ
ッセージ通知になっています。通知方法の切り替えは MCRSetEventNotification()で行ってくださ
い。 
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MCRGetAutoPowerOff 
 
機能 MCRSetAutoPowerOffで設定している自動電源 OFFまでの設定時間を取得します。 
 
書式 Sub  MCRGetAutoPowerOff( ByRef dwTime As Int32 ) 
 
パラメータ 


dwTime 0~300 自動電源 OFFまでの設定時間（秒）を取得する変数ポインタ。 
0は自動電源 OFFが設定されていないことを示します。 


 
戻り値 
 なし 
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MCRResume 
 
機能 自動電源 OFFしているMCRに電源を再投入します。 
 MCRSetAutoPowerOffで設定した値までカウントを戻します。 
 
書式 Sub  MCRResume( ) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


なし 
 
注意 
※MCRSetAutoPowerOffによりMCRが自動電源 OFFしている場合、本関数を使用して電源 ONして
ください。 
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5-4．Bluetooth ライブラリ 
 


5-4-1 プログラム構成 
■BTLibCs.dll  C# .NET用 Bluetooth クラスライブラリ 


■BTLib.dll   Bluetoot ライブラリ本体 


 


5-4-2 使用方法 
・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「BTLibCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using BTLibCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「BTLibCs」です。 


関数は CalibCs.BTLibCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は CalibCs.BTLibCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1）を参照してください 
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5-4-3.関数一覧 
 Bluetooth接続を行うためのライブラリ関数と、仮想 COMポートで使用可能なシリアル関数(Windows API)


の一覧を以下に示します。 
NO. Function Description 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_Inquiry Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行します。 
06 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


07 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


08 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


09 BTLib_SetPassKey 本体のPassKeyを設定します。 


10 BTLib_TrustDevice 指定したBluetooth機器に対してデバイスの信頼を行います。 


11 BTLib_GetWakeOnStatus 本体のBluetooth WakeOn設定を取得します。 


12 BTLib_SetWakeOnStatus 本体のBluetooth WakeOn機能を設定します。 


Registry Access Functions 
13 BTLib_RegisterLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_RegisterDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


15 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


16 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


17 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 


18 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 


Serial Communication Functions (Windows API) 
19 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


20 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


21 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


22 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


23 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


24 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


25 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


26 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


27 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


28 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


29 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


30 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


31 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


32 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


33 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


34 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


 


5-4-4.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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BTLib_Initialize 
 


機能 PX-780 本体の Bluetooth デバイスの使用を開始します。Bluetooth 仮想 COM ポートも初期化さ


れます。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Int32 BTLib_Initialize ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 


  


クラス BTLibCs 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 PX-780本体のBluetoothデバイスの使用を終了します。Bluetooth仮想COMポートも使用できな


くなります。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_DeInitialize ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


  


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-9700 本体の Bluetooth デバイスが使用できなくなる可能性があり


ます。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を取得します。本関数では、BTST_LOCALINFO 構造


体の全てのメンバが取得されます。 


Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて取得可能なパラメータについて


は、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Int32 BTLib_GetLocalInfo ( BTST_LOCALINFO LocalInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo  DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


  


クラス BTLibCs 
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BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します。本関数を実行する前に、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数では、BTST_LOCALINFO 構造体のメンバのうち、Bluetooth アドレスを除く全てのデバイ


ス情報が設定されます。Bluetoothデバイスモードおよび Bluetoothデバイスクラスにおいて設定可


能なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


書式 Int32 BTLib_SetLocalInfo ( BTST_LOCALINFO LocalInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo  設定する DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


  


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、Bluetooth 認証フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。Bluetooth 認証フ


ラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行します。 


 


書式 Int32 BTLib_Inquiry (ref uint DeviceNumber,  uint InquiryTime) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceNumber [out] Inquiryで発見された Bluetooth機器の数を格納する変数 


 InquiryTime [in] Inquiryを実行する時間（単位はミリ秒） 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行した後、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を


取得してください。 
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BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 BTLib_Inquiry 関数で発見された Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry


関数を実行後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


 本関数で取得できるデバイス情報は、以下の通りです。Bluetooth デバイスクラスにおいて取得可能


なパラメータについては、4-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスクラス 


 


書式 Int32 BTLib_GetDeviceInfo (BTST_DEVICEINFO[] DeviceInfo, uint DeviceNumber) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報を格納する構造体変数 


 DeviceNumber [in] BTLib_Inquiry関数で取得した Bluetooth機器の数 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。取得可能なサービスクラスパラメータについ


ては、4-7-2を参照してください。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 Int32 BTLib_GetServiceInfo ( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 Int32 BTLib_SelectDevice (BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 PortName [in] 接続する通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-9700本体の PassKey を設定します。PassKeyは、DT-9700本体で他の Bluetooth機器との


ボンドを実行する場合、および他のBluetooth機器からPassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 Int32 BTLib_SetPassKey ( string PassKey) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 BTLib_TrustDevice関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-9700 へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行し


て PassKeyを設定してください。 
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BTLib_TrustDevice 
 


機能 DT-9700本体から、指定した Bluetooth機器との信頼を行います。 


 


書式 Int32 BTLib_TrustDevice (BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デバイスの信頼を実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトのBluetooth機器とのデバイスの 


信頼を実行する 


 PortName [in] デフォルトで通信する設定をした通信ポート 


DeviceInfo で NULL を指定した場合のみ、以下の中から一つを指


定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 
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BTLib_GetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn設定を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetWakeOnStatus ( ref uint WakeOnStatus ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [out] DT-9700本体の Bluetooth Wake On設定を取得する変数 


    以下の値のいずれかが取得される 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeON設定が有効 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeON設定が無効 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 
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BTLib_SetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn機能を設定します。 


 


書式 Int32 BTLib_SetWakeOnStatus ( uint WakeOnStatus) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [in] DT-9700本体の Bluetooth WakeOnを設定する変数 


    以下の値のいずれかを設定する 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeOn設定を有効にする 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeOn設定を無効にする 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth WakeOn設定は、DT-9700をサスペンドする前に実行してください 
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BTLib_RegisterLocalInfo 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 Int32 BTLib_RegisterLocalInfo ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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BTLib_RegisterDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 Int32 BTLib_RegisterDeviceInfo ( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 
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BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 Int32 BTLib_SearchDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO[] DeviceInfo,  


ref uint *DeviceNumber,  


  string SearchKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 Int32 BTLib_DeleteDeviceInfo ( BT_DEVICEINFO DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetDefaultDeviceInfo( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, 


 string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 Int32 BTLib_SetDefaultDevice ( BTST_DEVICEINFO DeviceInfo,  


                                     string PortName) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


    NULLを指定した場合、デフォルトで通信するデバイスを設定しない 


PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを選択する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 
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